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新 岡 垣 風 土 記  

農
地
改
革
の
風
刺
画
 

第
3
話
　
農
地
改
革
と
岡
垣
 

編
集
 

後
記
 

　波津の花火大会どうでしたか？きれいでしたね。最近気づ

いたんですけど、花火を見るとき、口を開けっぱなしにして

いる人、多いみたいです。私もその一人ですが、みなさん、こ

ういう時こそ気(口)を引き締めましょう！ 

　花火大会の次の日、私は広報の取材で魚つかみ大会に行っ

たのですが、天気も良かったせいか、波津の海水浴場にはた

くさんの人が押し寄せていました。その分魚つかみ大会も大

賑わいで、大成功だったのではないかと思います。 

　元気で無邪気な子どもたちを見ていると、少々疲れ気味の

私が情けなく思えました。情けなく思えた反面、子どもたち

が魚をつかみ上げる瞬間を追いかける無邪気な私がいたのも、

また事実です。　　　　　　　　　　　　　　　　　 (竹森) 

　夏！花火！！とくればやはり「浴衣」。花火大会に行くなら

やっぱり浴衣が一番！風物詩としてみても夏の風景には欠

かせない存在です。8月2日の岡垣町花火大会でも多くの人が

着ていました。 

　今年は女性の浴衣もいいけど、家族やカップルの浴衣姿を

撮りたかったのですが、浴衣の男性が少なく、断念してしま

いました。来年はみなさん浴衣で来てください。 

　花火の写真は、波津の真福寺の敷地内から撮らせてもらい

ました。竹森君と二人で二台のカメラを使い、悪戦苦闘しな

がらも、いい写真が取れました。 

　花火は見るだけでなくするのも楽しいものです。花火をす

るときは、ゴミで海を汚さないようにしましょう！　　 （村上） 

戦
後
の
村
政
よ
り
 

ひ 
動 

と き 
の 

（７月末） 

人口……31,225人（＋33） 

世帯数…11,170世帯（＋12） 

まちの広さ……………48.51km2

　　　そのうち130人は外国人 

女性…………　　16,454人（＋21） 

男性…………　　14,771人（＋12） 

 

 

出生…15人　　    死亡…27人 

転入…129人　　  転出…84人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　７月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

6月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

6月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 102件 
搬送人員　 94件 

出火件数　０件 
り災件数　０世帯 

救

急
 

火

災
 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち47世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

8 22 9579

0 1 10

0 0 96

11 38 12099

 

 
○
一
枚
の
写
真
　
 

　
写
真
集
「
ふ
る
さ
と
岡
垣
」（
田
中
睦
生

編
）
に
農
地
改
革
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
た

ち（
昭
和
24
年
７
月
撮
）の
記
念
写
真
が
あ

る
。
 

　
終
戦
後
の
身
形
だ
が
気
迫
が
感
じ
ら
れ

る
貴
重
な
一
枚
で
あ
る
。
そ
の
農
地
改
革

を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
 

○
戦
前
の
農
村
 

　
戦
前
農
村
に
は
、
耕
地
を
広
く
持
っ
た

地
主
と
そ
れ
を
借
り
て
農
業
を
営
ん
で
い

る
小
作
農
が
存
在
し
て
い
た
。
 

　
地
主
の
屋
敷
に
は
、
年
の
暮
れ
に
小
作

人
が
運
ん
で
く
る
年
貢
米
を
納
め
る
白
壁

の
大
き
な
土
蔵
が
見
ら
れ
た
。
 

　
な
か
に
は
、
村
に
住
ま
ず
都
会
で
暮
ら

す
不
在
地
主
も
い
た
。
 

　
年
貢
米
は
小
作
料
と
し
、
通
常
収
穫
の

半
分
は
収
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
凶
作
飢
饉

や
豊
作
飢
饉
と
言
わ
れ
る
不
況
が
し
ば
し

ば
農
村
を
直
撃
し
た
。
 

　
米
価
が
暴
落
す
る
と
地
主
は
収
入
を
確

保
す
る
た
め
小
作
料
を
引
き
上
げ
よ
う
と

し
た
。
小
作
人
が
こ
れ
を
拒
否
す
れ
ば
土

地
が
取
り
上
げ
ら
れ
飢
え
る
し
か
な
く
小

作
争
議
が
急
増
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
日
本
は
破
滅
的
な
戦
争
へ
の

道
へ
と
突
き
進
ん
で
い
っ
た
。
 

○
改
革
の
概
略
 

　
戦
後
、
政
府
は
連
合
国
軍
総
司
令
部
の

指
令
を
受
け
、
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
、

農
地
調
整
法
改
正
法
を
昭
和
21
年
11
月
に

施
行
し
徹
底
し
た
耕
地
改
革
に
着
手
し
た
。
 

　
主
な
内
容
は
①
不
在
地
主
の
全
小
作
地
、

在
村
地
主
の
小
作
地
1
町
歩
以
上
は
国
が

買
収
す
る
。
②
在
村
耕
地
の
保
有
限
度
額

は
３
町
歩
と
す
る
。
③
買
収
価
格
は
、
田

は
賃
貸
価
格
の
40
倍
、
畑
は
48
倍
で
証
券

払
い
と
す
る
。
④
農
地
買
収
、
売
渡
し
、

事
務
処
理
は
農
地
委
員
会
が
行
う
。
委
員

は
、
小
作
５
地
主
３
自
作
２
で
構
成
す
る
。
 

○
岡
垣
の
改
革
 

　
農
地
委
員
会
は
、
委
員
16
名
を
選
び
、

仕
事
は
、
農
地
の
現
状
把
握
か
ら
買
収
計

画
作
成
ま
で
、
事
務
の
複
雑
さ
と
分
量
の

多
さ
に
幾
日
も
夜
を
徹
し
て
の
仕
事
が
続

い
た
。
 

　
そ
の
間
、
地
主
か
ら
１
０
８
件
の
小
作

地
引
き
上
げ
の
申
請
が
出
さ
れ
１
０
４
件

が
認
め
ら
れ
た
。
事
由
は
、
分
家
の
た
め
、

都
会
か
ら
の
帰
農
、
外
地
か
ら
の
引
き
揚

げ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
 

　
代
々
の
土
地
が
タ
ダ
同
然
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
地
主
側
と
改
革
で
自
作
農
に
な
れ

る
小
作
側
の
利
害
が
裁
決
さ
れ
る
だ
け
に

緊
張
し
た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
 

○
改
革
の
結
果
 

　
知
事
名
で
買
収
令
書
、
売
渡
通
知
書
が

交
付
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
「
岡
垣
町
史
」

に
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
。
 

　
買
収
さ
れ
た
地
主
の
戸
数
は
、
在
村
３

４
３
戸
、
不
在
２
８
６
戸
。
う
ち
買
収
３

町
歩
以
上
の
地
主
は
５
戸
。
 

　
買
収
面
積
と
平
均
価
格
、
田
百
73
町
8

反
7
畝
2
歩（
坪
2
円
50
銭
）畑
53
町
2
反

4
畝（
坪
86
銭
）合
計
2
2
7
町
1
反
1
畝

2
歩
。
売

り
渡
し
を

受
け
た
戸

数
、
８
４

２
戸
売
渡

面
積
は
、

田
畑
２
２

０
町
2
反

7
畝
18
歩
。

未
売
却
６

町
８
反
余
。

売
渡
価
格

は
買
収
価
格
と
は
ほ
ぼ
同
額
。
そ
の
結
果
、

全
耕
地
面
積
中
自
作
地
は
93
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
り
小
作
地
は
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。
 

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
昭
和
25
年
、
地
主

制
を
解
体
し
農
業
の
近
代
化
を
目
指
し
た

農
地
改
革
は
終
了
し
た
。
 

　
な
お
、
当
時
、
農
地
委
員
で
あ
っ
た
高

倉
の
波
田
誠
次
さ
ん
と
書
記
を
さ
れ
た
三

吉
の
加
藤
己
未
子
さ
ん
か
ら
敗
戦
の
激
動

期
、
委
員
達
が
身
を
粉
に
し
て
岡
垣
の
改

革
を
や
り
と
げ
た
こ
と
を
聞
き
、
大
変
感

銘
を
受
け
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
っ
き
　
た
く
じ
 

　ペタンクをやってみたいという人、今までスポーツを楽しむ 
機会がなかったけれど体を動かしたいという人などを対象に、 
ペタンク教室を開催します。 
○とき・ところ 
　10月5日・19日・11月2日・16日　戸切周辺地域スポーツ広場 
　2月1日・15日・3月7日・21日　　すぱーく岡垣 
　※いずれも第１・第３日曜日の午前10時から正午 
○対　　象　岡垣町民 
○募集人数　１回50人程度 
○申し込み・問い合わせ 
　9月26日（金）までに社会教育課公民館係�282-0162へ 

ペタンク 

金属製のボールを、ビュット（目標球）に、よ 

り近づけるように投げ合う、子どもからお年 

寄まで楽しめるゲームです。 

や
っ
て
み
よ
う
！
ペ
タ
ン
ク

や
っ
て
み
よ
う
！
ペ
タ
ン
ク
 

や
っ
て
み
よ
う
！
ペ
タ
ン
ク

や
っ
て
み
よ
う
！
ペ
タ
ン
ク
 

や
っ
て
み
よ
う
！
ペ
タ
ン
ク
 

誰
で
も
楽
し
め
る

誰
で
も
楽
し
め
る
 

誰
で
も
楽
し
め
る
 

ビュット 
（目標球） 

ボール 

サークル 
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み
な
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
 

4
町
合
併
問
題
を
考
え
る
 

“４
町
合
併
協
議
会
っ
て
？
”
 

 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
以
下

４
町
合
併
協
議
会
）が
、
7
月
１
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
7

月
11
日
に
行
わ
れ
た
第
１
回
４
町
合
併
協
議
会
の
審
議
結
果
を『
広

報
お
か
が
き
』7
月
25
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
そ
の
後
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
も
と
に
、
4
町
合
併
協

議
会
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。
 

  Ａ
1
：
合
併
協
議
会
と
は
、
合
併
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
事
項
の
協
議
を
行
う
組
織
で
す
。

地
方
自
治
法
・
合
併
特
例
法
の
規
定
に
基

づ
い
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
設
置
に
当

た
っ
て
は
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
っ
て

規
約
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
議
会
の

議
決
が
必
要
で
す
。
行
政
、
議
会
、
学
識

経
験
者
の
代
表
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
 

  Ａ
2
：「
合
併
協
議
会
の
設
置
」＝「
合
併
」

で
は
な
く
、
合
併
協
議
会
で
は
合
併
の
可

否
に
つ
い
て
も
議
論
を
行
う
も
の
で
す
。

合
併
特
例
法
で
は
、
合
併
協
議
会
の
任
務
は
、

「
市
町
村
の
建
設
計
画
の
策
定
」お
よ
び「
そ

の
他
市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
協
議
」と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う「
そ
の
他
市
町

村
の
合
併
に
関
す
る
協
議
」に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
事
項
の
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

も
そ
も
合
併
す
べ
き
か
否
か
の
協
議
を
行

う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
 

     Ａ
3
：
具
体
的
な
決
定
方
法
は
定
め
ら
れ

て
な
く
、
各
地
域
の
合
併
協
議
会
の
判
断

と
な
り
ま
す
。
４
町
合
併
協
議
会
で
は
、

全
会
一
致
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
意
見

が
分
か
れ
た
場
合
は
３
分
の
２
以
上
を
持

っ
て
決
定
と
な
り
ま
す
。
ま
た
合
併
協
議

会
が
議
会
の
よ
う
な「
議
決
機
関
」で
な
く「
協

議
の
場
」で
あ
る
こ
と
か
ら
、
案
件
が
ま
と

ま
っ
た
場
合
は
「
議
決
」
さ
れ
た
と
は
言
わ

ず
に「
決
定
」
さ
れ
た
と
い
う
表
現
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
 

   Ａ
4
：
4
町
合
併
協
議
会
で
は
、
合
併
協

議
会
だ
よ
り
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

開
設
、
各
市
町
村
の
広
報
な
ど
で
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
定
例
の
合
併
協

議
会
は
毎
月
第
4
水
曜
日
の
午
後
、
会
場

は
各
町
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、
原
則
公

開
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
住
民
の
み
な
さ

ん
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

  Ａ
5
：
正
式
に
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特

例
に
関
す
る
法
律
と
い
い
ま
す
。
昭
和
40

年
に
10
年
間
の
期
限
付
き
で
施
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
昭
和
50
年
、
昭
和
60
年
、
平
成

7
年
と
改
正
さ
れ
、
そ
の
後
も
一
部
改
正

を
行
い
な
が
ら
、
現
在
の
法
律
の
有
効
期

限
は
、
平
成
17
年
3
月
31
日
と
な
っ
て
い

合
併
協
議
会
と
は
 

ど
の
よ
う
な
組
織
で
す
か
？
 

Ｑ1

合
併
特
例
法
と
は
 

ど
の
よ
う
な
法
律
で
す
か
？
 

Ｑ5

合
併
協
議
会
で
の
協
議
事
項
 

は
、
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
 

ま
す
か
？
全
員
の
同
意
が
必
 

要
で
す
か
？
 

Ｑ3

合
併
協
議
会
の
協
議
経
過
は
、
 

ど
の
よ
う
に
し
て
住
民
に
情
 

報
提
供
さ
れ
る
の
で
す
か
？
 

 

Ｑ4

「
合
併
協
議
会
の
設
置
」＝
 

「
合
併
」に
な
る
の
で
す
か
？
 

Ｑ2

「
市
町
村
の
建
設
計
画
」と
は
 

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？
 

Ｑ6

合併協議会は原則公開で、誰でも傍聴できます。　●9月24日（水）午後2時から　いこいの里　●10月22日（水）午後2時から　遠賀町コミュニティーセンター 
 

　７月１日に、芦屋町・水巻町・岡垣町・遠賀町合併協議会が設

立され、遠賀郡４町の合併問題の議論が始まりました。そこで、

期間限定の出前講座「町長と語ろう、市町村合併！」をみなさんに

ご案内します。 

 市町村合併の仕組みや数字による４町の比較、また合併協議会

による協議の進み具合などを担当職員が説明し、その後、町長と

意見交換を行います。 

 

申込方法　通常の出前講座と同じで、10人以上のグループで中央

　　　　　公民館�282-0162へ申し込んでください。小中学校

　　　　　へも出前します。 

期　　間　平成16年3月末まで 

時　　間　意見交換も含めて、おおむね90分以内で行います。 

講座の内容に関する問い合わせは、企画政策室へ 

“町長と語ろう、 市町村合併！” 
期間 

限定 

ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、
自
主
的
な
市
町

村
の
合
併
を
推
進
す
る
た
め
、
住
民
発
議

に
よ
る
合
併
協
議
会
の
設
置
、
合
併
市
町

村
に
対
す
る
財
政
支
援
措
置
、
地
域
審
議

会
の
設
置
、
議
員
の
定
数
特
例
・
在
任
特
例
、

市
と
な
る
べ
き
要
件
の
特
例
な
ど
の
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
賀
郡
4
町
の

合
併
協
議
会
も
、
こ
の
合
併
特
定
法
に
よ

る
住
民
発
議
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

  Ａ
6
：
市
町
村
の
建
設
計
画
と
は
、
市
町

村
の
合
併
に
際
し
、
合
併
関
係
市
町
村
の

住
民
に
対
し
て
合
併
市
町
村
の
将
来
に
関

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
与
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て

住
民
が
合
併
の
可
否
を
判
断
す
る
と
い
う
、

い
わ
ば
合
併
市
町
村
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
ま
た
、

市
町
村
の
建
設
計
画
を
基
礎
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

  Ａ
7
：
町
や
村
が
市
と
な
る
た
め
に
は
、

地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
４
つ
の

要
件
を
す
べ
て
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
合
併
特
例
法
の
改
正
に
よ
り
、
そ

れ
ら
の
要
件
が
期
限
付
き
で
緩
和
さ
れ
て

い
ま
す
。
遠
賀
郡
４
町
の
場
合
を
整
理
す

る
と
次
表
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
 

                      Ａ
8
：
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
合

併
特
例
法
の
有
効
期
限
は
平
成
17
年
３
月

31
日
ま
で
に
す
べ
て
の
手
続
き
を
終
え
る

こ
と
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と

同
法
に
基
づ
く
財
政
支
援
措
置
な
ど
は
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
一
つ
の

期
限
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
ま
た

今
秋
の
国
会
で
合
併
特
例
法
の
適
用
が
改

正
さ
れ
、
期
限
ま
で
に
県
知
事
へ
の
申
請

を
行
え
ば
よ
い
と
な
る
見
込
み
で
、
実
質

的
に
は
約
６
か
月
有
効
期
限
が
延
長
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

 

○
そ
の
ほ
か
に
も
合
併
に
関
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
期
間
限
定
特
別
メ

ニ
ュ
ー
の
出
前
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
か
ら
各
種
団
体
、
小

中
学
校
ま
で
出
向
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、

企
画
政
策
室
政
策
調
整
係
へ
。
 

市
町
村
の
合
併
に
期
限
は
 

あ
り
ま
す
か
？
 

Ｑ8

町
や
村
が
市
に
な
る
た
め
の
 

要
件
は
何
で
す
か
？
 

 

Ｑ7

出前講座特別メニュー 

４つの要件 

市町村合併の類型 
人口要件 

中心市街地 
戸数割合 

都市的業態 
従事者割合 

条件で定 
める用件 

地方自治法上の原則 
 

５万人以上 

３万人以上 

３万人以上 

全戸数の 
６割以上 

全人口の 
６割以上 

都市的施設 
その他の都市 
としての要件 

新設合併 
町＋町＝市 

（遠賀4町の場合） 

H16/3末までに 
合併した場合 
 

要件を満たさなくても良い 

H16/４～H17/3 
末までに合併 
した場合 

原則通り 原則通り 原則通り 
（注1） 

注1：７月９日に法律が改正され、４万人以上が３万人以上に基準が緩和されました。 
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み
な
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
 

4
町
合
併
問
題
を
考
え
る
 

“４
町
合
併
協
議
会
っ
て
？
”
 

 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
以
下

４
町
合
併
協
議
会
）が
、
7
月
１
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
7

月
11
日
に
行
わ
れ
た
第
１
回
４
町
合
併
協
議
会
の
審
議
結
果
を『
広

報
お
か
が
き
』7
月
25
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
そ
の
後
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
も
と
に
、
4
町
合
併
協

議
会
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。
 

  Ａ
1
：
合
併
協
議
会
と
は
、
合
併
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
事
項
の
協
議
を
行
う
組
織
で
す
。

地
方
自
治
法
・
合
併
特
例
法
の
規
定
に
基

づ
い
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
設
置
に
当

た
っ
て
は
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
っ
て

規
約
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
議
会
の

議
決
が
必
要
で
す
。
行
政
、
議
会
、
学
識

経
験
者
の
代
表
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
 

  Ａ
2
：「
合
併
協
議
会
の
設
置
」＝「
合
併
」

で
は
な
く
、
合
併
協
議
会
で
は
合
併
の
可

否
に
つ
い
て
も
議
論
を
行
う
も
の
で
す
。

合
併
特
例
法
で
は
、
合
併
協
議
会
の
任
務
は
、

「
市
町
村
の
建
設
計
画
の
策
定
」お
よ
び「
そ

の
他
市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
協
議
」と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う「
そ
の
他
市
町

村
の
合
併
に
関
す
る
協
議
」に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
事
項
の
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

も
そ
も
合
併
す
べ
き
か
否
か
の
協
議
を
行

う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
 

     Ａ
3
：
具
体
的
な
決
定
方
法
は
定
め
ら
れ

て
な
く
、
各
地
域
の
合
併
協
議
会
の
判
断

と
な
り
ま
す
。
４
町
合
併
協
議
会
で
は
、

全
会
一
致
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
意
見

が
分
か
れ
た
場
合
は
３
分
の
２
以
上
を
持

っ
て
決
定
と
な
り
ま
す
。
ま
た
合
併
協
議

会
が
議
会
の
よ
う
な「
議
決
機
関
」で
な
く「
協

議
の
場
」で
あ
る
こ
と
か
ら
、
案
件
が
ま
と

ま
っ
た
場
合
は
「
議
決
」
さ
れ
た
と
は
言
わ

ず
に「
決
定
」
さ
れ
た
と
い
う
表
現
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
 

   Ａ
4
：
4
町
合
併
協
議
会
で
は
、
合
併
協

議
会
だ
よ
り
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

開
設
、
各
市
町
村
の
広
報
な
ど
で
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
定
例
の
合
併
協

議
会
は
毎
月
第
4
水
曜
日
の
午
後
、
会
場

は
各
町
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、
原
則
公

開
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
住
民
の
み
な
さ

ん
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

  Ａ
5
：
正
式
に
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特

例
に
関
す
る
法
律
と
い
い
ま
す
。
昭
和
40

年
に
10
年
間
の
期
限
付
き
で
施
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
昭
和
50
年
、
昭
和
60
年
、
平
成

7
年
と
改
正
さ
れ
、
そ
の
後
も
一
部
改
正

を
行
い
な
が
ら
、
現
在
の
法
律
の
有
効
期

限
は
、
平
成
17
年
3
月
31
日
と
な
っ
て
い

合
併
協
議
会
と
は
 

ど
の
よ
う
な
組
織
で
す
か
？
 

Ｑ1

合
併
特
例
法
と
は
 

ど
の
よ
う
な
法
律
で
す
か
？
 

Ｑ5

合
併
協
議
会
で
の
協
議
事
項
 

は
、
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
 

ま
す
か
？
全
員
の
同
意
が
必
 

要
で
す
か
？
 

Ｑ3

合
併
協
議
会
の
協
議
経
過
は
、
 

ど
の
よ
う
に
し
て
住
民
に
情
 

報
提
供
さ
れ
る
の
で
す
か
？
 

 

Ｑ4

「
合
併
協
議
会
の
設
置
」＝
 

「
合
併
」に
な
る
の
で
す
か
？
 

Ｑ2

「
市
町
村
の
建
設
計
画
」と
は
 

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？
 

Ｑ6

合併協議会は原則公開で、誰でも傍聴できます。　●9月24日（水）午後2時から　いこいの里　●10月22日（水）午後2時から　遠賀町コミュニティーセンター 
 

　７月１日に、芦屋町・水巻町・岡垣町・遠賀町合併協議会が設

立され、遠賀郡４町の合併問題の議論が始まりました。そこで、

期間限定の出前講座「町長と語ろう、市町村合併！」をみなさんに

ご案内します。 

 市町村合併の仕組みや数字による４町の比較、また合併協議会

による協議の進み具合などを担当職員が説明し、その後、町長と

意見交換を行います。 

 

申込方法　通常の出前講座と同じで、10人以上のグループで中央

　　　　　公民館�282-0162へ申し込んでください。小中学校

　　　　　へも出前します。 

期　　間　平成16年3月末まで 

時　　間　意見交換も含めて、おおむね90分以内で行います。 

講座の内容に関する問い合わせは、企画政策室へ 

“町長と語ろう、 市町村合併！” 
期間 

限定 

ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、
自
主
的
な
市
町

村
の
合
併
を
推
進
す
る
た
め
、
住
民
発
議

に
よ
る
合
併
協
議
会
の
設
置
、
合
併
市
町

村
に
対
す
る
財
政
支
援
措
置
、
地
域
審
議

会
の
設
置
、
議
員
の
定
数
特
例
・
在
任
特
例
、

市
と
な
る
べ
き
要
件
の
特
例
な
ど
の
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
賀
郡
4
町
の

合
併
協
議
会
も
、
こ
の
合
併
特
定
法
に
よ

る
住
民
発
議
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

  Ａ
6
：
市
町
村
の
建
設
計
画
と
は
、
市
町

村
の
合
併
に
際
し
、
合
併
関
係
市
町
村
の

住
民
に
対
し
て
合
併
市
町
村
の
将
来
に
関

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
与
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て

住
民
が
合
併
の
可
否
を
判
断
す
る
と
い
う
、

い
わ
ば
合
併
市
町
村
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
ま
た
、

市
町
村
の
建
設
計
画
を
基
礎
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

  Ａ
7
：
町
や
村
が
市
と
な
る
た
め
に
は
、

地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
４
つ
の

要
件
を
す
べ
て
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
合
併
特
例
法
の
改
正
に
よ
り
、
そ

れ
ら
の
要
件
が
期
限
付
き
で
緩
和
さ
れ
て

い
ま
す
。
遠
賀
郡
４
町
の
場
合
を
整
理
す

る
と
次
表
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
 

                      Ａ
8
：
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
合

併
特
例
法
の
有
効
期
限
は
平
成
17
年
３
月

31
日
ま
で
に
す
べ
て
の
手
続
き
を
終
え
る

こ
と
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と

同
法
に
基
づ
く
財
政
支
援
措
置
な
ど
は
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
一
つ
の

期
限
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
ま
た

今
秋
の
国
会
で
合
併
特
例
法
の
適
用
が
改

正
さ
れ
、
期
限
ま
で
に
県
知
事
へ
の
申
請

を
行
え
ば
よ
い
と
な
る
見
込
み
で
、
実
質

的
に
は
約
６
か
月
有
効
期
限
が
延
長
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

 

○
そ
の
ほ
か
に
も
合
併
に
関
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
期
間
限
定
特
別
メ

ニ
ュ
ー
の
出
前
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
か
ら
各
種
団
体
、
小

中
学
校
ま
で
出
向
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、

企
画
政
策
室
政
策
調
整
係
へ
。
 

市
町
村
の
合
併
に
期
限
は
 

あ
り
ま
す
か
？
 

Ｑ8

町
や
村
が
市
に
な
る
た
め
の
 

要
件
は
何
で
す
か
？
 

 

Ｑ7

出前講座特別メニュー 

４つの要件 

市町村合併の類型 
人口要件 

中心市街地 
戸数割合 

都市的業態 
従事者割合 

条件で定 
める用件 

地方自治法上の原則 
 

５万人以上 

３万人以上 

３万人以上 

全戸数の 
６割以上 

全人口の 
６割以上 

都市的施設 
その他の都市 
としての要件 

新設合併 
町＋町＝市 

（遠賀4町の場合） 

H16/3末までに 
合併した場合 
 

要件を満たさなくても良い 

H16/４～H17/3 
末までに合併 
した場合 

原則通り 原則通り 原則通り 
（注1） 

注1：７月９日に法律が改正され、４万人以上が３万人以上に基準が緩和されました。 
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報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
で
は
な
に
が
で
き
る
の
？ 

第
3
回
　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
を
利
用
し
た
 

　
　
　
　
　
　
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
の
有
効
利
用
 

第
3
回
　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
を
利
用
し
た
 

　
　
　
　
　
　
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
の
有
効
利
用
 

　
今
年
度
、
開
発
を
行
う
サ
ン

リ
ー
ア
イ
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
は
、
す
で
に
、
主

要
公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
る

利
用
者
端
末
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
、
サ
ン
リ
ー
ア

イ
図
書
館
の「
蔵
書
検
索
」、「
図

書
の
予
約
」、「
図
書
予
約
照
会
」、

「
図
書
貸
出
照
会
」
、
「
新
着
案

内
紹
介
」
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
す
。「
図
書
の
予
約
」

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
予
約
さ

れ
た
図
書
を
情
報
プ
ラ
ザ
人
の

駅
な
ど
へ
配
本
し
、
通
勤
、
通

学
時
に
本
を
借
り
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
サ
ン
リ

ー
ア
イ
図
書
館
の
利
用
で
、
本

を
読
む
機
会
を
増
や
し
、
生
涯

学
習
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
 

　「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」の
活
用
と
し
て
、
今
回
は
、
サ

ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。
 

★
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
？
 

こ
の
よ
う
な
こ
と

が
、
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

情報プラザ人の駅 

利用者端末 

情 情 

★
利
用
者
端
末
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
本
を
予
約
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
　
 

　
と
し
ょ
か
ん
利
用
カ
ー
ド
と

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ★
自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
で
き
な
い
と
本
の
予
約
が

で
き
な
い
の
？
 

　
最
寄
り
の
施
設
に
設
置
し
て

い
る
利
用
者
端
末
を
利
用
す
る

こ
と
で
図
書
を
予
約
で
き
ま
す
。
 

 ★
利
用
者
端
末
っ
て
ど
ん
な

も
の
？
 

　
利
用
者
端
末
は
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
方
式
（
画
面
を
触
れ
て
操

作
す
る
こ
と
で
す
。
）
で
、
中
に

パ
ソ
コ
ン
が
入
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
各
公
共
施
設
に
設
置

し
て
い
て
、
現
在
は
、
施
設
予

約
や
人
材
百
科
が
利
用
で
き
ま
す
。

操
作
も
簡
単
で
す
の
で
、
誰
で

も
気
軽
に
操
作
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

     

★
本
の
予
約
か
ら
返
却
ま
で

の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

                          ★
利
用
者
端
末
は
ど
こ
に
設

置
し
て
い
る
の
？
 

　
町
内
公
共
施
設
6
箇
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。「
情
報
プ
ラ
ザ

人
の
駅
」
開
館
に
合
わ
せ
、
2

箇
所
増
設
し
、
最
寄
り
の
公
共

施
設
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
 

○
現
在
、設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
 

　
・
岡
垣
町
役
場
 

　
・
サ
ン
リ
ー
ア
イ
 

　
・
い
こ
い
の
里
 

　
・
中
央
公
民
館
 

　
・
東
部
公
民
館
 

　
・
町
民
武
道
館
 

○
新
た
に
設
置
さ
れ
る
場
所
 

　
・
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
 

　
・
西
部
公
民
館
 

●
岡
垣
町
内
に
8
箇
所
設
置
し

ま
す
。
 

 ★
蔵
書
検
索
や
図
書
の
予
約

は
何
時
ま
で
利
用
で
き
る
の
？

　
利
用
者
端
末
は
、
各
施
設
の

開
館
時
間
中
に
な
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 ★
図
書
サ
ー
ビ
 

ス
は
い
つ
か
ら
 

始
ま
る
の
？
　
 

　
平
成
16
年
4
月
 

１
日
か
ら
開
始
す
 

る
予
定
で
す
。
 

       ◆
蔵
書
検
索
 

　
サ
ン
リ
ー
ア
イ
に
あ
る
図
書

（
約
7
万
6
千
冊
）
を
タ
イ
ト
ル
、

著
者
名
、
出
版
社
な
ど
か
ら
容

易
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

 ◆
図
書
の
予
約
 

　
借
り
た
い
図
書
を
予
約
で
き

ま
す
。
ま
た
、
本
が
貸
出
中
か

確
認
で
き
ま
す
。
 

 ◆
図
書
貸
出
照
会
 

　
自
分
が
何
を
借
り
て
い
る
か

調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
返
却
期

限
が
確
認
で
き
ま
す
。
 

◆
図
書
予
約
照
会
 

　
自
分
が
何
を
予
約
し
て
い
る

か
調
べ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
予

約
を
し
た
日
や
、
予
約
し
た
本

が
用
意
で
き
て
い
る
か
ど
う
か

確
認
で
き
ま
す
。
 

 ◆
新
着
案
内
 

　
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
に
入

っ
た
新
着
図
書
を
ジ
ャ
ン
ル
別

に
検
索
で
き
ま
す
。
 

 ◆
図
書
配
送
サ
ー
ビ
ス
 

　
予
約
し
た
本
が
貸
し
出
し
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
ハ

ガ
キ
や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
、
情

報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
な
ど
の
施
設

ま
で
配
送
し
ま
す
。
図
書
館
だ

け
で
な
く
、
情
報
プ
ラ
ザ
人
の

駅
な
ど
の
施
設
で
借
り
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

 

◆
図
書
返
却
サ
ー
ビ
ス
 

　
今
ま
で
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図

書
館
窓
口
と
、
海
老
津
駅
前
返

却
ボ
ッ
ク
ス
で
し
か
返
却
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
情
報
プ
ラ

ザ
人
の
駅
な
ど
の
施
設
で
返
却

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 岡垣サンリーアイ図書館 岡垣サンリーアイ図書館 

①
利
用
者
端
末
か
、
イ
ン
 

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
図
書
を
 

予
約
し
ま
す
。
 

問い合わせ 

情報推進課システム整備係へ 

zyoho@town.okagaki.fukuoka.jp

②
予
約
し
た
本
を
サ
ン
リ
 

ー
ア
イ
で
整
理
し
、
情
報
 

プ
ラ
ザ
人
の
駅
な
ど
に
配
 

送
し
ま
す
。
 

③
配
送
す
る
本
を
、
予
約
 

し
た
人
に
、
ハ
ガ
キ
や
パ
 

ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
の
メ
 

ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

④
予
約
す
る
と
き
に
指
定
 

し
た
本
の
受
取
施
設
で
本
 

を
借
り
ま
す
。
 

⑤
返
却
期
限
日
ま
で
に
本
 

を
返
却
し
ま
す
。
 

岡垣町役場 

情報プラザ人の駅 

東部公民館 

西部公民館 

中央公民館 

・生涯学習支援 
・サンリーアイ図書のサービスの向上 
・町内全域のサービスの均一化 

　子どもからお年寄りまで、日中は町内に 
　いない通勤・通学者のみなさんも利用 
　　できる図書館を目指します。 

サンリーアイ図書の予約に関するイメージ図 

海老津小学校 
山田小学校 
吉木小学校 
戸切小学校 
内浦小学校　 
岡垣中学校 
岡垣東中学校 

岡垣サンリーアイ 

町民武道館 いこいの里 

各家庭 

サンリーアイ図書館ネットワークシステムの目的 
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報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
で
は
な
に
が
で
き
る
の
？ 

第
3
回
　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
を
利
用
し
た
 

　
　
　
　
　
　
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
の
有
効
利
用
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た
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垣
サ
ン
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ー
ア
イ
図
書
館
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有
効
利
用
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、
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う
サ
ン
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イ
図
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
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シ
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は
、
す
で
に
、
主
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公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
る

利
用
者
端
末
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
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し
て
、
サ
ン
リ
ー
ア

イ
図
書
館
の「
蔵
書
検
索
」、「
図

書
の
予
約
」、「
図
書
予
約
照
会
」、

「
図
書
貸
出
照
会
」
、
「
新
着
案

内
紹
介
」
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
す
。「
図
書
の
予
約
」

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
予
約
さ

れ
た
図
書
を
情
報
プ
ラ
ザ
人
の

駅
な
ど
へ
配
本
し
、
通
勤
、
通

学
時
に
本
を
借
り
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
サ
ン
リ

ー
ア
イ
図
書
館
の
利
用
で
、
本

を
読
む
機
会
を
増
や
し
、
生
涯

学
習
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
 

　「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」の
活
用
と
し
て
、
今
回
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、
サ

ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
内
容
を
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介
し
ま
す
。
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図
書
ネ
ッ
ト
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テ
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は
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る
の
？
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の
よ
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な
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と

が
、
で
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る
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う

に
な
り
ま
す
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に

は
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し
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の
？
　
 

　
と
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ょ
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ん
利
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カ
ー
ド
と

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ★
自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
で
き
な
い
と
本
の
予
約
が

で
き
な
い
の
？
 

　
最
寄
り
の
施
設
に
設
置
し
て

い
る
利
用
者
端
末
を
利
用
す
る

こ
と
で
図
書
を
予
約
で
き
ま
す
。
 

 ★
利
用
者
端
末
っ
て
ど
ん
な

も
の
？
 

　
利
用
者
端
末
は
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
方
式
（
画
面
を
触
れ
て
操

作
す
る
こ
と
で
す
。
）
で
、
中
に

パ
ソ
コ
ン
が
入
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
各
公
共
施
設
に
設
置

し
て
い
て
、
現
在
は
、
施
設
予

約
や
人
材
百
科
が
利
用
で
き
ま
す
。

操
作
も
簡
単
で
す
の
で
、
誰
で

も
気
軽
に
操
作
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

     

★
本
の
予
約
か
ら
返
却
ま
で

の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

                          ★
利
用
者
端
末
は
ど
こ
に
設

置
し
て
い
る
の
？
 

　
町
内
公
共
施
設
6
箇
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。「
情
報
プ
ラ
ザ

人
の
駅
」
開
館
に
合
わ
せ
、
2

箇
所
増
設
し
、
最
寄
り
の
公
共

施
設
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
 

○
現
在
、設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
 

　
・
岡
垣
町
役
場
 

　
・
サ
ン
リ
ー
ア
イ
 

　
・
い
こ
い
の
里
 

　
・
中
央
公
民
館
 

　
・
東
部
公
民
館
 

　
・
町
民
武
道
館
 

○
新
た
に
設
置
さ
れ
る
場
所
 

　
・
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
 

　
・
西
部
公
民
館
 

●
岡
垣
町
内
に
8
箇
所
設
置
し

ま
す
。
 

 ★
蔵
書
検
索
や
図
書
の
予
約

は
何
時
ま
で
利
用
で
き
る
の
？

　
利
用
者
端
末
は
、
各
施
設
の

開
館
時
間
中
に
な
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 ★
図
書
サ
ー
ビ
 

ス
は
い
つ
か
ら
 

始
ま
る
の
？
　
 

　
平
成
16
年
4
月
 

１
日
か
ら
開
始
す
 

る
予
定
で
す
。
 

       ◆
蔵
書
検
索
 

　
サ
ン
リ
ー
ア
イ
に
あ
る
図
書

（
約
7
万
6
千
冊
）
を
タ
イ
ト
ル
、

著
者
名
、
出
版
社
な
ど
か
ら
容

易
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

 ◆
図
書
の
予
約
 

　
借
り
た
い
図
書
を
予
約
で
き

ま
す
。
ま
た
、
本
が
貸
出
中
か

確
認
で
き
ま
す
。
 

 ◆
図
書
貸
出
照
会
 

　
自
分
が
何
を
借
り
て
い
る
か

調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
返
却
期

限
が
確
認
で
き
ま
す
。
 

◆
図
書
予
約
照
会
 

　
自
分
が
何
を
予
約
し
て
い
る

か
調
べ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
予

約
を
し
た
日
や
、
予
約
し
た
本

が
用
意
で
き
て
い
る
か
ど
う
か

確
認
で
き
ま
す
。
 

 ◆
新
着
案
内
 

　
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
に
入

っ
た
新
着
図
書
を
ジ
ャ
ン
ル
別

に
検
索
で
き
ま
す
。
 

 ◆
図
書
配
送
サ
ー
ビ
ス
 

　
予
約
し
た
本
が
貸
し
出
し
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
ハ

ガ
キ
や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
、
情

報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
な
ど
の
施
設

ま
で
配
送
し
ま
す
。
図
書
館
だ

け
で
な
く
、
情
報
プ
ラ
ザ
人
の

駅
な
ど
の
施
設
で
借
り
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

 

◆
図
書
返
却
サ
ー
ビ
ス
 

　
今
ま
で
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図

書
館
窓
口
と
、
海
老
津
駅
前
返

却
ボ
ッ
ク
ス
で
し
か
返
却
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
情
報
プ
ラ

ザ
人
の
駅
な
ど
の
施
設
で
返
却

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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、
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キ
や
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の
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で
お
知
ら
せ
し
ま
す
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る
と
き
に
指
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し
た
本
の
受
取
施
設
で
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を
借
り
ま
す
。
 

⑤
返
却
期
限
日
ま
で
に
本
 

を
返
却
し
ま
す
。
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東部公民館 

西部公民館 

中央公民館 

・生涯学習支援 
・サンリーアイ図書のサービスの向上 
・町内全域のサービスの均一化 

　子どもからお年寄りまで、日中は町内に 
　いない通勤・通学者のみなさんも利用 
　　できる図書館を目指します。 

サンリーアイ図書の予約に関するイメージ図 

海老津小学校 
山田小学校 
吉木小学校 
戸切小学校 
内浦小学校　 
岡垣中学校 
岡垣東中学校 

岡垣サンリーアイ 

町民武道館 いこいの里 

各家庭 

サンリーアイ図書館ネットワークシステムの目的 
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みんなで人権意識を育もう！ 

空手全国大会優勝 

7月は「福岡県同和問題啓発強調月間」です 
岡垣町花火大会 

　８月２日に、第13回岡垣町花火大会が波津漁港内で行

われました。午後6時30分から納涼イベントとして、岡垣

町民吹奏楽団の演奏や、いくみ、和田こうじによる歌謡

ショーが行われ、午後8時から花火大会が始まりました。 

　今年は去年を上回る人が訪れ、花火を楽しみました。 

 

魚つかみとり大会 

　8月3日と４日に、長野県で行われた第46

回小学生・中学生全国空手道選手権大会で、

石丸ひかるさん（東高陽区）が、個人戦小学四

年生女子組手の部で優勝しました。また、同

じく形の部でも、７位に入るなど、大活躍で

した。石丸さんは、「みんなが応援してくれ

たから優勝できました。空手はちょっときつ

いけど、楽しいです。」と感想を話してくれま

した。これからもがんばってくださいね。 

　8月4日に魚のつかみとり大会

が、波津海水浴場組合によって、

波津海水浴場で行われました。 

　始まる時間に近くなると、会

場には人、人、人。子どもたち

は、今晩のおかずのために必死

で応援する親の期待に応えるべ

く、必死に鯛を捕まえていきま

す。この日、100匹以上の鯛が

持ち帰られました。 

　岡垣町教育委員会と岡垣町人権教育推進協議会では、人権意識を育むために、7月１日に樋

�町長・安部教育長を始めとする24人が、ＪＲ海老津駅で街頭啓発を行いました。 

　また、7月5日には、岡垣サンリーアイで、岡垣町人権講演会を開催しました。 

　女優の忍足亜希子(おしだりあきこ)さんが「映画から広がる世界」というテーマで、手話コ

ーディネーターの妹尾映美子(せおえみこ)さんとトークショーを行い、ぴったりと息のあった

トークで、会場を沸かせてくれました。 

　岡垣町では、人権について正しい

認識を持ち、いじめや差別のない社

会とするために、町民一人ひとりの

人権尊重の意識啓発に努めています。 

　これからも、さまざまな人権を大

切にする明るいまちにしましょう。 
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みんなで人権意識を育もう！ 
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緑ケ丘区の子どもたち 
　中・高校生を対象とした消防訓練を、8月3日に緑

ケ丘区ふれあい広場で行いました。集った子どもた

ちは消防団の協力のもと、防災について学びました。

4日には、地域子ども事業の一環として、まが玉づく

りとマジック教室を緑ケ丘区公民館で開き、34人の

子どもたちが参加しました。まが玉づくりは、緑ケ

丘活性化推進の会の指導で、石を自分でデザインし、

ハートや星、まが玉の形にして、ペンダントにしま

した。マジック教室は、川原正訓さん(吉木区)の指導で、

いくつかのマジックを教わりました。子どもたちは、

一生懸命マジックに取り組み、自分ができるまで帰

らないといった子もいたようです。子どもたちの探

究心とはすばらしいものだと感じた一日でした。 
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やったね！優勝 

　7月13日に水巻町民プールで第44回遠賀

郡民大会(水泳競技)が行われました。岡垣

町からは49人の選手が出場し、みごと優

勝に輝きました。福岡県民大会での活躍を

期待しています。 

 

県大会出場選手(敬称略・順不同) 

細山田　修　　河原さよ子　　安河内一哉

立花　　純　　平島　　圭　　天方由芽子

田中　敏和　　黒木　梨沙　　仲田　優生

吉海　　望　　中村　啓太　　東　　　瑠

梶原　秀斗　　中村千絵里　　小川　将大

石田　　悠　　小川　竜二　　梅野　杏菜

　 

【写真と原稿は緑ケ丘区谷合区長の提供】 

【写真と原稿は岡垣町体育協会の提供】 
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開
い
て
陽
を
拝
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
　
健
正 

こ
げ
鍋
は
家
の
歴
史
と
妻
の
弁 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
圏
治 

9

PN．ぱぱんだ▲ 
PN．B7ケミストリー▲ PN．大羽▲ 

PN．ほにゃぴ▲ 

やったね！優勝 

　7月13日に水巻町民プールで第44回遠賀

郡民大会(水泳競技)が行われました。岡垣

町からは49人の選手が出場し、みごと優

勝に輝きました。福岡県民大会での活躍を

期待しています。 

 

県大会出場選手(敬称略・順不同) 

細山田　修　　河原さよ子　　安河内一哉

立花　　純　　平島　　圭　　天方由芽子

田中　敏和　　黒木　梨沙　　仲田　優生

吉海　　望　　中村　啓太　　東　　　瑠

梶原　秀斗　　中村千絵里　　小川　将大

石田　　悠　　小川　竜二　　梅野　杏菜

　 

【写真と原稿は緑ケ丘区谷合区長の提供】 

【写真と原稿は岡垣町体育協会の提供】 

小
綬
鶏
の
し
き
り
に
呼
べ
る
伺
ふ
岸
見

れ
ば
山
藤
湖
水
に
映
ゆ
る 

独
居
に
も
や
う
や
く
慣
れ
し
友
訪
づ
ぬ

楝
花
咲
く
海
辺
の
里
に 

朝
あ
さ
を
連
れ
て
歩
み
し
こ
の
犬
の
余

命
い
つ
し
か
吾
と
並
べ
り 

水
無
月
の
海
風
立
ち
て
木
綿
間
嶺
を
羅

を
投
げ
し
ご
と
雲
よ
ぎ
り
ゆ
く 

農
捨
て
し
一
世
お
ほ
か
た
終
え
む
身
の

水
田
に
映
ゆ
る
入
り
日
見
送
る 

台
風
に
折
ら
れ
し
庭
の
花
水
木
切
り
束

ね
を
り
弔
ひ
の
ご
と 

飯
炊
き
て
母
に
供
ふ
る
き
ん
し
め
じ
採

ら
む
と
梅
雨
の
山
路
踏
み
入
る 

遠
か
ら
ず
梅
雨
も
明
け
な
む
満
天
を
焦

が
し
て
紅
き
陽
の
昇
り
た
り 

川

原

方

人
 

 

水

無

月
 

さ
く
ら
 
 
 
し
べ
 
 
 
ふ
 

け
や
き 
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長月のもよおし・おしらせ 長月のもよおし・おしらせ 
ながつき 

岡垣 

○
第
３
回
岡
垣
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
’03 

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

下
水
道
課
 

9
月
10
日
は
 

　
　
　「
下
水
道
の
日
」で
す
 

建
設
課
 

道
路
に
は
み
出
し
た
 

木
の
枝
は
切
り
ま
し
ょ
う
！
 

福
岡
県
建
築
指
導
課
 

白
地
地
域
の
容
積
率
・
 

建
ペ
イ
率
な
ど
の
見
な
お
し
 

住
宅
金
融
公
庫
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
　
　
災
害
復
興
住
宅
融
資
 

健
康
福
祉
課
 

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
 

　
　
　
　
　
特
設
人
権
相
談
 

福
岡
県
地
域
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
 

無
料
で
受
講
で
き
ま
す
 

 
 
 
 
 
 
 
介
護
講
座
 

県
営
住
宅
管
理
事
務
所
 

県
営
住
宅
の
 

　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

高
齢
者
が
元
気
で
活
躍
！
 

芦
屋
募
集
事
務
所
 

や
る
気
の
あ
る
人
ま
っ
て
ま
す
 

町
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
 

町
民
文
化
祭
2
0
0
3

福
岡
労
働
局
 

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会
 

9
月
11
日
は「
警
察
安
全
相
談
の
日
」 

   　
防
衛
庁
で
は
、
来
年
４
月
入
校

の
防
衛
大
学
生
、
防
衛
医
科
大
学

生
、
看
護
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

                 問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
募
集
事
務
所

�
2
2
3-

０
９
８
１
（
内
線
３
４

８
）ま
た
は
総
務
課
へ
 

    　
容
積
率
50
�
か
ら
400
�
、
建
ペ

イ
率
30
�
か
ら
70
�
の
中
か
ら
、

県
が
定
め
る
こ
と
と
な
り
、
見
な

お
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

募
集
期
間
　
9
月
5
日（
金
）ま
で
 

ア
ド
レ
ス
　
 

 問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
建
築
指
導

課
建
築
審
査
係
�
０
９
２-

６
４
３

-

３
７
２
２
へ
 

   　
み
な
さ
ん
が
学
ん
で
い
る
も
の

を
発
表
す
る
い
い
機
会
で
す
。
生

き
が
い
と
素
晴
ら
し
い
出
会
い
が

あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
10
月
31
日（
金
）か
ら
11

月
３
日（
月
）
 

と
こ
ろ
　
サ
ン
リ
ー
ア
イ
・
中
央

公
民
館
 

応
募
内
容
　
○
作
品
の
部（
絵
画
・

工
芸
・
陶
芸
・
書
道
・
写
真
・
手

芸
等
）○
芸
能
の
部（
日
舞
・
民
謡
・

和
楽
器
・
手
品
な
ど
）○
音
楽
の
部

（
合
唱
・
独
唱
・
吹
奏
楽
な
ど
）○

カ
ラ
オ
ケ
○
社
交
ダ
ン
ス
○
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

応
募
期
間
　
8
月
25
日（
月
）か
ら

9
月
12
日（
金
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
中
央

公
民
館
ま
た
は
東
部
公
民
館
へ
 

     と
　
き
　
８
月
25
日（
月
）か
ら
９

月
７
日（
日
）午
前
９
時
か
ら
午
後

６
時（
最
終
日
は
午
後
４
時
） 

と
こ
ろ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
展
示
コ

ー
ナ
ー 

※ 

入
場
無
料 

 

と 

き
　
９
月
12
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

出
演
者
　
森
ん
子
の
会（
文
化
琴
） 

※
入
場
無
料 

 

と 

き
　
10
月
か
ら
12
月
の
火
・

木
・
金
曜
日
の
う
ち
計
20
回
午
後

１
時
か
ら
３
時
30
分 

と
こ
ろ
　
２
０
４
会
議
室 

入
会
金
　
二
千
五
百
円 

受
講
料
　
五
万
二
千
五
百
円
（
教

材
費
込
み
） 

維
持
費
　
二
千
円 

※
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
開
講
し
ま
す
。 

 

対
象
図
書
　
自
由 

応
募
資
格
　
町
内
の
小
・
中
学
生 

用
紙
・
字
数
　
原
稿
用
紙
に
縦
書

き
で
二
千
字
以
内 

締
め
切
り
　
９
月
30
日(

火) 

提
出
先
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図

書
館 

※
応
募
者
全
員
に
一
人
一
枚
図
書

券（
五
百
円
分
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
作
品
を
10
月
25
日（
土
）

か
ら
11
月
９
日（
日
）ま
で
図
書
館

内
に
展
示
し
ま
す
。 

   

             

    　
下
水
道
は
、
美
し
い
水
環
境
、

そ
し
て
快
適
な
暮
ら
し
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
一
つ
で
す
。
川
や
海
な
ど
の
水

を
汚
さ
な
い
た
め
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
下
水
道
。
 

　
ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ
る
と
い

や
な
臭
い
も
な
く
な
る
し
、
汚
れ

た
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海
に

返
す
の
で
自
然
が
守
ら
れ
ま
す
。
 

　
岡
垣
町
で
は
、
平
成
3
年
4
月

か
ら
下
水
道
の
供
用
開
始
を
行
い
、

現
在
の
普
及
率
は
70
�
を
超
え
て

い
ま
す
。
 

　
す
で
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

い
る
の
に
ま
だ
水
洗
化
工
事
を
し

て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
工
事
を

済
ま
せ
て
、
よ
り
快
適
な
暮
ら
し

を
手
に
い
れ
ま
せ
ん
か
。
 

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
へ
 

    　
道
路
に
木
の
枝
が
は
み
出
す
と
 

・
見
通
し
が
悪
く
な
る
　
 

・
枯
枝
、
枯
葉
が
落
ち
て
側
溝
が

詰
ま
る
 

だ
け
で
な
く
、
重
大
な
事
故
の
き

っ
か
け
と
も
な
り
ま
す
。
 

　
道
路
維
持
に
関
す
る
枝
な
ど
の

処
理
な
ど
に
平
成
14
年
度
は
千
四

百
万
円
以
上
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

周
囲
の
木
の
枝
な
ど
の
適
切
な
処

置
が
、
安
全
な
通
行
確
保
に
つ
な

が
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
設
係
へ
 

                 　
人
権
擁
護
委
員
が
い
じ
め
な
ど

の
人
権
問
題
、
家
庭
内
や
近
隣
関

係
の
も
め
ご
と
、
相
続
、
登
記
な

ど
の
相
談
に
応
じ
る
「
特
設
人
権

相
談
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
 

と
　
き
　
9
月
19
日（
金
）午
後
1

時
30
分
か
ら
午
後
4
時
 

と
こ
ろ
　
東
部
公
民
館
 

次
回
の
日
程
　
12
月
19
日（
金
）
 

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
生
活

福
祉
係
へ
 

   　
第
6
回
遠
賀
・
中
間
地
域
ケ
ア

研
究
会
を
開
催
し
ま
す
。
「
健
康

で
い
き
い
き
と
し
た
遠
賀
・
中
間

地
域
」
と
な
る
よ
う
、
地
域
の
み

ん
な
で
情
報
交
換
を
し
、
共
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
 

と
　
き
　
9
月
18
日（
木
）午
後
1

時
30
分
か
ら
3
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
中
間
市
保
健
セ
ン
タ
ー
 

テ
ー
マ
　
高
齢
者
を
支
え
る
地
域

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
 

①
南
高
陽
区
に
お
け
る
高
齢
者
サ

　
ロ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　

　
講
師
　
岡
垣
町
南
高
陽
区
長
 
 

　
　
　
　
　

小
畑
節
治
氏
 

②
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取

　
り
組
み
に
つ
い
て
 

 
講
師
　
中
間
市
基
幹
型
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
　
　
　

　
　
　
横
谷
ひ
ろ
み
氏
　
ほ
か
 

申
し
込
み
　
9
月
11
日（
木
）ま
で

に
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
�

２
８
２-

４
１
６
２
へ
 

    と
 
き
 

【
1
日
入
門
コ
ー
ス
】
 

・
9
月
4
日
（
木
）
・
10
月
17
日

（
金
）
・
11
月
18
日（
火
）
 

【
基
礎
コ
ー
ス（
全
4
回
）】
 

・
10
月
1
日（
水
）・
15
日（
水
）・

29
日（
水
）・
11
月
12
日（
水
）
 

時
　
間
　
午
前
9
時
50
分
か
ら
午

後
3
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
福
岡
県
地
域
介
護
実
習

普
及
セ
ン
タ
ー（
中
間
市
）
 

料
　
金
　
無
料
（
調
理
実
習
費
二

百
円
）
 

定
　
員
　
各
コ
ー
ス
24
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡

県
地
域
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

�
２
４
４-

４
７
４
７
へ
 

    募
集
期
間
　
9
月
1
日（
月
）か
ら

9
日（
火
）
 

応
募
方
法
　
9
月
1
日（
月
）か
ら

役
場
総
合
案
内
・
建
設
課
窓
口
お

よ
び
東
部
公
民
館
で
入
居
申
込
書

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
募
集
期
間
内
に
県
住
宅
供
給

公
社
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
県
営
住
宅
管
理
事

務
所
�
６
９
１-

５
９
７
０
へ
 

   　
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
就
業
機

会
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
す
。
 

と
き
・
と
こ
ろ
 

【
福
岡
会
場
】
9
月
18
日（
木
）
 

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
 

�
０
９
２-

６
３
１-

３
３
３
１
 

【
北
九
州
会
場
】
10
月
1
日（
水
）

北
九
州
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
 

�
０
９
３-

６
３
１-

１
１
１
１
 

時
　
間
　
午
後
1
時
か
ら
4
時
　
 

参
加
費
　
無
料
 

問
い
合
わ
せ
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
 

    　
7
月
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
で
住

宅
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
人
を
対

象
に
、
災
害
復
興
住
宅
融
資
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
公
庫
融
資
を

受
け
て
返
済
中
の
人
は
、
住
宅
金

融
公
庫
福
岡
支
店
で
、
返
済
方
法

の
変
更
に
関
す
る
ご
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
 

募
集
期
間
　
平
成
17
年
7
月
21
日

（
木
）ま
で
 

問
い
合
わ
せ
　
取
扱
金
融
機
関
ま

た
は
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店
�

０
９
２-

７
２
２-

５
０
１
１
へ
 

  　
警
察
に
対
す
る
要
望
・
相
談
・

苦
情
の
受
け
付
け
 

○
プ
ッ
シ
ュ
式
電
話
、
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
、
♯
９
１
１
０
番
 

○
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
か
ら
、
 

�
０
９
２-

６
４
１-

９
１
１
０
 

問
い
合
わ
せ
　
折
尾
警
察
署
総
務

課
警
察
安
全
相
談
係
�
６
０
２-

９
１
１
０
へ
 

  

：  ：  

 
 

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
７
月
受
付
分
） 

 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
北
島
 
峯
子
 
様（
公
園
通
り
中
）
 

故
　
池
末
フ
ヂ
ヱ
　
様
　
96
歳
 

○
藤
井
　
文
子
　
様（
三
吉
）
 

故
 
藤
井
　
　
馨
　
様
 
83
歳
 

○
小
味
山
清
武
　
様（
野
間
一
）
 

故
　
小
味
山
正
枝
　
様
　
90
歳
 

○
東
 
 
千
里
 
様（
鍋
田
）
 

故
　
東
 
　
照
男
　
様
　
77
歳
 

○
石
田
　
幸
恵
　
様（
戸
切
）
 

故
　
石
田
　
テ
ツ
　
様
　
97
歳
 

○
刀
根
　
百
榮
　
様（
波
津
）
 

故
　
刀
根
　
久
人
　
様
　
85
歳
 

○
内
堀
セ
ツ
子
　
様（
緑
ヶ
丘
）
 

故
　
内
堀
　
　
稔
　
様
　
69
歳
 

○
鬼
城
　
清
繁
　
様（
内
浦
）
 

故
　
鬼
城
シ
ズ
子
　
様
 
80
歳
 

○
岡
�
富
美
惠
　
様（
西
高
陽
）
 

故
 
岡
�
　
美
勝
　
様
 
65
歳
 

○
河
原
千
栄
子
　
様（
八
幡
西
区
）
 

故
　
河
原
サ
カ
ヱ
　
様
　
87
歳
 

○
山
下
　
幹
夫
　
様（
海
老
津
）
 

故
　
山
下
　
セ
ツ
　
様
　
90
歳
 

○
吉
武
　
初
美
　
様（
上
高
倉
）
 

故
　
吉
武
　
オ
リ
　
様
　
98
歳
 

 ▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
北
島
　
峯
子
　
様
 

○
東
 
 
千
里
　
様
 

○
刀
根
　
百
栄
　
様
 

○
鬼
城
　
清
繁
　
様
 

○
河
原
千
栄
子
　
様
 

 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

　【係　長】 
　○門司　　壽　企画政策室付係長（収入役
　室会計係長）○魚澄ミネ子　収入役室会計
　係長（企画政策室付岡垣町社会福祉協議会
　係長）○石田　栄子　企画政策室付岡垣町
　社会福祉協議会係長・係長昇格（地域づくり課） 
　【係　員】 
　給食調理員○早川友季子　教育総務課戸切
　小学校（海老津小学校）○宮田ルミコ　教育
　総務課吉木小学校（戸切小学校）○吉國　直
　子　教育総務課吉木小学校（山田小学校）○
　安永美穂子　教育総務課吉木小学校（山田
　小学校）○大庭　幸子　教育総務課内浦小
　学校（吉木小学校） 
　一般事務職員(労務職から一般事務職へ職
　種変更)○高橋　絵美　企画政策室付（教育
　総務課海老津小学校）○波多野照将　企画
　政策室付（教育総務課山田小学校）○森　啓
　祐　企画政策室付（教育総務課海老津小学校） 
　○吉兼　麻純　企画政策室付（教育総務課
　内浦小学校） 

8月1日付 人事異動 （　）内は前所属です 

岡
垣
 

問
い
合
わ
せ
 

○
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト 

○
医
療
事
務
講
座
10
月
生
募
集 

○
読
書
感
想
文
募
集 

募　集　種　目 応　募　資　格 
受　付 
期　間 

防衛大学校（男・女） 

防衛医科大学校（男・女） 

看護学生 

高卒（見込）21歳未満 

高卒（見込）21歳未満 

高卒（見込）24歳未満 

9月12日 

 

10月10日 

〜
 

h
ttp
：
//w
w
w
.p
r 

e
f.fu
k
u
o
k
a
.jp
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長月のもよおし・おしらせ 長月のもよおし・おしらせ 
ながつき 

岡垣 

○
第
３
回
岡
垣
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
’03 

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

下
水
道
課
 

9
月
10
日
は
 

　
　
　「
下
水
道
の
日
」で
す
 

建
設
課
 

道
路
に
は
み
出
し
た
 

木
の
枝
は
切
り
ま
し
ょ
う
！
 

福
岡
県
建
築
指
導
課
 

白
地
地
域
の
容
積
率
・
 

建
ペ
イ
率
な
ど
の
見
な
お
し
 

住
宅
金
融
公
庫
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
　
　
災
害
復
興
住
宅
融
資
 

健
康
福
祉
課
 

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
 

　
　
　
　
　
特
設
人
権
相
談
 

福
岡
県
地
域
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
 

無
料
で
受
講
で
き
ま
す
 

 
 
 
 
 
 
 
介
護
講
座
 

県
営
住
宅
管
理
事
務
所
 

県
営
住
宅
の
 

　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

高
齢
者
が
元
気
で
活
躍
！
 

芦
屋
募
集
事
務
所
 

や
る
気
の
あ
る
人
ま
っ
て
ま
す
 

町
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
 

町
民
文
化
祭
2
0
0
3

福
岡
労
働
局
 

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会
 

9
月
11
日
は「
警
察
安
全
相
談
の
日
」 

   　
防
衛
庁
で
は
、
来
年
４
月
入
校

の
防
衛
大
学
生
、
防
衛
医
科
大
学

生
、
看
護
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

                 問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
募
集
事
務
所

�
2
2
3-

０
９
８
１
（
内
線
３
４

８
）ま
た
は
総
務
課
へ
 

    　
容
積
率
50
�
か
ら
400
�
、
建
ペ

イ
率
30
�
か
ら
70
�
の
中
か
ら
、

県
が
定
め
る
こ
と
と
な
り
、
見
な

お
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

募
集
期
間
　
9
月
5
日（
金
）ま
で
 

ア
ド
レ
ス
　
 

 問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
建
築
指
導

課
建
築
審
査
係
�
０
９
２-

６
４
３

-

３
７
２
２
へ
 

   　
み
な
さ
ん
が
学
ん
で
い
る
も
の

を
発
表
す
る
い
い
機
会
で
す
。
生

き
が
い
と
素
晴
ら
し
い
出
会
い
が

あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
10
月
31
日（
金
）か
ら
11

月
３
日（
月
）
 

と
こ
ろ
　
サ
ン
リ
ー
ア
イ
・
中
央

公
民
館
 

応
募
内
容
　
○
作
品
の
部（
絵
画
・

工
芸
・
陶
芸
・
書
道
・
写
真
・
手

芸
等
）○
芸
能
の
部（
日
舞
・
民
謡
・

和
楽
器
・
手
品
な
ど
）○
音
楽
の
部

（
合
唱
・
独
唱
・
吹
奏
楽
な
ど
）○

カ
ラ
オ
ケ
○
社
交
ダ
ン
ス
○
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

応
募
期
間
　
8
月
25
日（
月
）か
ら

9
月
12
日（
金
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
中
央

公
民
館
ま
た
は
東
部
公
民
館
へ
 

     と
　
き
　
８
月
25
日（
月
）か
ら
９

月
７
日（
日
）午
前
９
時
か
ら
午
後

６
時（
最
終
日
は
午
後
４
時
） 

と
こ
ろ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
展
示
コ

ー
ナ
ー 

※ 

入
場
無
料 

 

と 

き
　
９
月
12
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

出
演
者
　
森
ん
子
の
会（
文
化
琴
） 

※
入
場
無
料 

 

と 

き
　
10
月
か
ら
12
月
の
火
・

木
・
金
曜
日
の
う
ち
計
20
回
午
後

１
時
か
ら
３
時
30
分 

と
こ
ろ
　
２
０
４
会
議
室 

入
会
金
　
二
千
五
百
円 

受
講
料
　
五
万
二
千
五
百
円
（
教

材
費
込
み
） 

維
持
費
　
二
千
円 

※
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
開
講
し
ま
す
。 

 

対
象
図
書
　
自
由 

応
募
資
格
　
町
内
の
小
・
中
学
生 

用
紙
・
字
数
　
原
稿
用
紙
に
縦
書

き
で
二
千
字
以
内 

締
め
切
り
　
９
月
30
日(

火) 
提
出
先
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図

書
館 

※
応
募
者
全
員
に
一
人
一
枚
図
書

券（
五
百
円
分
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
作
品
を
10
月
25
日（
土
）

か
ら
11
月
９
日（
日
）ま
で
図
書
館

内
に
展
示
し
ま
す
。 

   

             

    　
下
水
道
は
、
美
し
い
水
環
境
、

そ
し
て
快
適
な
暮
ら
し
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
一
つ
で
す
。
川
や
海
な
ど
の
水

を
汚
さ
な
い
た
め
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
下
水
道
。
 

　
ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ
る
と
い

や
な
臭
い
も
な
く
な
る
し
、
汚
れ

た
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海
に

返
す
の
で
自
然
が
守
ら
れ
ま
す
。
 

　
岡
垣
町
で
は
、
平
成
3
年
4
月

か
ら
下
水
道
の
供
用
開
始
を
行
い
、

現
在
の
普
及
率
は
70
�
を
超
え
て

い
ま
す
。
 

　
す
で
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

い
る
の
に
ま
だ
水
洗
化
工
事
を
し

て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
工
事
を

済
ま
せ
て
、
よ
り
快
適
な
暮
ら
し

を
手
に
い
れ
ま
せ
ん
か
。
 

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
へ
 

    　
道
路
に
木
の
枝
が
は
み
出
す
と
 

・
見
通
し
が
悪
く
な
る
　
 

・
枯
枝
、
枯
葉
が
落
ち
て
側
溝
が

詰
ま
る
 

だ
け
で
な
く
、
重
大
な
事
故
の
き

っ
か
け
と
も
な
り
ま
す
。
 

　
道
路
維
持
に
関
す
る
枝
な
ど
の

処
理
な
ど
に
平
成
14
年
度
は
千
四

百
万
円
以
上
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

周
囲
の
木
の
枝
な
ど
の
適
切
な
処

置
が
、
安
全
な
通
行
確
保
に
つ
な

が
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
設
係
へ
 

                 　
人
権
擁
護
委
員
が
い
じ
め
な
ど

の
人
権
問
題
、
家
庭
内
や
近
隣
関

係
の
も
め
ご
と
、
相
続
、
登
記
な

ど
の
相
談
に
応
じ
る
「
特
設
人
権

相
談
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
 

と
　
き
　
9
月
19
日（
金
）午
後
1

時
30
分
か
ら
午
後
4
時
 

と
こ
ろ
　
東
部
公
民
館
 

次
回
の
日
程
　
12
月
19
日（
金
）
 

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
生
活

福
祉
係
へ
 

   　
第
6
回
遠
賀
・
中
間
地
域
ケ
ア

研
究
会
を
開
催
し
ま
す
。
「
健
康

で
い
き
い
き
と
し
た
遠
賀
・
中
間

地
域
」
と
な
る
よ
う
、
地
域
の
み

ん
な
で
情
報
交
換
を
し
、
共
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
 

と
　
き
　
9
月
18
日（
木
）午
後
1

時
30
分
か
ら
3
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
中
間
市
保
健
セ
ン
タ
ー
 

テ
ー
マ
　
高
齢
者
を
支
え
る
地
域

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
 

①
南
高
陽
区
に
お
け
る
高
齢
者
サ

　
ロ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　

　
講
師
　
岡
垣
町
南
高
陽
区
長
 
 

　
　
　
　
　

小
畑
節
治
氏
 

②
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取

　
り
組
み
に
つ
い
て
 

 
講
師
　
中
間
市
基
幹
型
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
　
　
　

　
　
　
横
谷
ひ
ろ
み
氏
　
ほ
か
 

申
し
込
み
　
9
月
11
日（
木
）ま
で

に
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
�

２
８
２-

４
１
６
２
へ
 

    と
 
き
 

【
1
日
入
門
コ
ー
ス
】
 

・
9
月
4
日
（
木
）
・
10
月
17
日

（
金
）
・
11
月
18
日（
火
）
 

【
基
礎
コ
ー
ス（
全
4
回
）】
 

・
10
月
1
日（
水
）・
15
日（
水
）・

29
日（
水
）・
11
月
12
日（
水
）
 

時
　
間
　
午
前
9
時
50
分
か
ら
午

後
3
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
福
岡
県
地
域
介
護
実
習

普
及
セ
ン
タ
ー（
中
間
市
）
 

料
　
金
　
無
料
（
調
理
実
習
費
二

百
円
）
 

定
　
員
　
各
コ
ー
ス
24
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡

県
地
域
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

�
２
４
４-

４
７
４
７
へ
 

    募
集
期
間
　
9
月
1
日（
月
）か
ら

9
日（
火
）
 

応
募
方
法
　
9
月
1
日（
月
）か
ら

役
場
総
合
案
内
・
建
設
課
窓
口
お

よ
び
東
部
公
民
館
で
入
居
申
込
書

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
募
集
期
間
内
に
県
住
宅
供
給

公
社
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
県
営
住
宅
管
理
事

務
所
�
６
９
１-

５
９
７
０
へ
 

   　
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
就
業
機

会
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
す
。
 

と
き
・
と
こ
ろ
 

【
福
岡
会
場
】
9
月
18
日（
木
）
 

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
 

�
０
９
２-

６
３
１-

３
３
３
１
 

【
北
九
州
会
場
】
10
月
1
日（
水
）

北
九
州
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
 

�
０
９
３-

６
３
１-

１
１
１
１
 

時
　
間
　
午
後
1
時
か
ら
4
時
　
 

参
加
費
　
無
料
 

問
い
合
わ
せ
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
 

    　
7
月
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
で
住

宅
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
人
を
対

象
に
、
災
害
復
興
住
宅
融
資
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
公
庫
融
資
を

受
け
て
返
済
中
の
人
は
、
住
宅
金

融
公
庫
福
岡
支
店
で
、
返
済
方
法

の
変
更
に
関
す
る
ご
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
 

募
集
期
間
　
平
成
17
年
7
月
21
日

（
木
）ま
で
 

問
い
合
わ
せ
　
取
扱
金
融
機
関
ま

た
は
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店
�

０
９
２-

７
２
２-

５
０
１
１
へ
 

  　
警
察
に
対
す
る
要
望
・
相
談
・

苦
情
の
受
け
付
け
 

○
プ
ッ
シ
ュ
式
電
話
、
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
、
♯
９
１
１
０
番
 

○
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
か
ら
、
 

�
０
９
２-

６
４
１-

９
１
１
０
 

問
い
合
わ
せ
　
折
尾
警
察
署
総
務

課
警
察
安
全
相
談
係
�
６
０
２-

９
１
１
０
へ
 

  

：  ：  

 
 

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
７
月
受
付
分
） 

 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
北
島
 
峯
子
 
様（
公
園
通
り
中
）
 

故
　
池
末
フ
ヂ
ヱ
　
様
　
96
歳
 

○
藤
井
　
文
子
　
様（
三
吉
）
 

故
 
藤
井
　
　
馨
　
様
 
83
歳
 

○
小
味
山
清
武
　
様（
野
間
一
）
 

故
　
小
味
山
正
枝
　
様
　
90
歳
 

○
東
 
 
千
里
 
様（
鍋
田
）
 

故
　
東
 
　
照
男
　
様
　
77
歳
 

○
石
田
　
幸
恵
　
様（
戸
切
）
 

故
　
石
田
　
テ
ツ
　
様
　
97
歳
 

○
刀
根
　
百
榮
　
様（
波
津
）
 

故
　
刀
根
　
久
人
　
様
　
85
歳
 

○
内
堀
セ
ツ
子
　
様（
緑
ヶ
丘
）
 

故
　
内
堀
　
　
稔
　
様
　
69
歳
 

○
鬼
城
　
清
繁
　
様（
内
浦
）
 

故
　
鬼
城
シ
ズ
子
　
様
 
80
歳
 

○
岡
�
富
美
惠
　
様（
西
高
陽
）
 

故
 
岡
�
　
美
勝
　
様
 
65
歳
 

○
河
原
千
栄
子
　
様（
八
幡
西
区
）
 

故
　
河
原
サ
カ
ヱ
　
様
　
87
歳
 

○
山
下
　
幹
夫
　
様（
海
老
津
）
 

故
　
山
下
　
セ
ツ
　
様
　
90
歳
 

○
吉
武
　
初
美
　
様（
上
高
倉
）
 

故
　
吉
武
　
オ
リ
　
様
　
98
歳
 

 ▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
北
島
　
峯
子
　
様
 

○
東
 
 
千
里
　
様
 

○
刀
根
　
百
栄
　
様
 

○
鬼
城
　
清
繁
　
様
 

○
河
原
千
栄
子
　
様
 

 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

　【係　長】 
　○門司　　壽　企画政策室付係長（収入役
　室会計係長）○魚澄ミネ子　収入役室会計
　係長（企画政策室付岡垣町社会福祉協議会
　係長）○石田　栄子　企画政策室付岡垣町
　社会福祉協議会係長・係長昇格（地域づくり課） 
　【係　員】 
　給食調理員○早川友季子　教育総務課戸切
　小学校（海老津小学校）○宮田ルミコ　教育
　総務課吉木小学校（戸切小学校）○吉國　直
　子　教育総務課吉木小学校（山田小学校）○
　安永美穂子　教育総務課吉木小学校（山田
　小学校）○大庭　幸子　教育総務課内浦小
　学校（吉木小学校） 
　一般事務職員(労務職から一般事務職へ職
　種変更)○高橋　絵美　企画政策室付（教育
　総務課海老津小学校）○波多野照将　企画
　政策室付（教育総務課山田小学校）○森　啓
　祐　企画政策室付（教育総務課海老津小学校） 
　○吉兼　麻純　企画政策室付（教育総務課
　内浦小学校） 

8月1日付 人事異動 （　）内は前所属です 

岡
垣
 

問
い
合
わ
せ
 

○
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト 

○
医
療
事
務
講
座
10
月
生
募
集 

○
読
書
感
想
文
募
集 

募　集　種　目 応　募　資　格 
受　付 
期　間 

防衛大学校（男・女） 

防衛医科大学校（男・女） 

看護学生 

高卒（見込）21歳未満 

高卒（見込）21歳未満 

高卒（見込）24歳未満 

9月12日 

 

10月10日 

〜
 

h
ttp
：
//w
w
w
.p
r 

e
f.fu
k
u
o
k
a
.jp
　
　
 　
　
　
  



　スポーツや文化活動を通じた高齢者の生きがいづくり、仲間づくり、健康づくりを支援し、世代を超えた交流を深め、

はつらつとした高齢社会を築くことをめざし、第３回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭を開催します。 

●参加資格   原則、県内在住の60歳以上の人（昭和19年4月1日以前に生まれた人） 

●申込方法   遠賀保健福祉環境事務所、役場健康福祉課にある実施要項、申込用紙による 

第３回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭 
～参加者募集～ 

第３回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭 
～参加者募集～ 

第３回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭 
～参加者募集～ 

制 度 名  対象従業員数 限 度 額  支払期間 利　　率 

設
備
貸
与 

国
の
制
度 

割賦販売 

常時使用する従業員数が 
20人以下（商業・サービ 
ス業は5人以下） 
※特認で50人まで（別途 
要件があります。） 

創業１年未満50万円～ 
3,000万円 
創業１年～5年100万円～ 
6,000万円 
経営基盤強化100万円～ 
6,000万円 

７年以内 
（半年以内据置） 

年利2.75%（固定） 
 

リース 

割賦販売 

リース 

３年 
４年 
５年 
６年 
７年 

月利3.006% 
月利2.312% 
月利1.886％ 
月利1.609% 
月利1.408%

県
の
制
度 

常時使用する従業員数が 
21人以上（商業・サービス 
業は6人以上50人以下） 
 

 
実績１年以上100万円～ 
6,000万円 国の制度と同じ 

問い合わせ　(財)福岡県中小企業振興センター設備支援グループ　�092-622-6322へ 

種　　目 

ねんりん 
ファッションショー 

合唱フェスティバル 

民謡コンクール 

発明工夫展 

テニス 

ソフトテニス 

ソフトボール 

ゴルフ 

ウォークラリー 

ボウリング 

太極拳 

剣道 

弓道 

開 催 日 

11/16（日） 
 

11/15（土） 
～18（火） 

11/16（日） 

11/14（金） 

11/16（日） 

11/9（日） 

11/16（日） 

開催会場 

石橋文化ホール（大ホール） 
　　　　　　　（久留米市） 
 

石橋文化センター共同ホール（久留米市） 

石橋文化会館（久留米市） 
 

小郡市テニスコート（小郡市） 

新宝満川公園テニスコート（久留米市） 

リバーサイドパーク東櫛原地区 
ソフトボール場（久留米市） 

＜北九州地区＞玄海ゴルフクラブ （宗像市） 

＜福岡地区＞西戸崎シーサイドカントリークラブ（福岡市） 

＜筑後地区＞夜須高原カントリークラブ（夜須町） 

＜筑豊地区＞茜ゴルフクラブ（筑穂町） 

久留米市弓道場（久留米市） 

久留米総合スポーツセンター体育館（久留米市） 

大牟田市民体育館（大牟田市） 

スポーツガーデン久留米（久留米市） 
 

石橋文化センター園内 憩いの森（久留米市） 

申込期間 

9/1（月） 
　～30（火） 
 

8/1（金） 
～9/30（火） 

9/1（月） 
　～30（火） 

9/1（月） 
～10/16（木） 
 10/1（水） 
　～31（金） 
 
10/1（水） 
　～22（水） 

9/1（月） 
～10/15（水） 
 

9/19（金） 
～10/22（水） 

9/1（月） 
　～30（火） 
 

9/1（月） 
～10/20（月） 
 
10/14（火） 
～11/4（火） 
 

問い合わせ 

福岡県ねんりんスポーツ・文化祭 
事務局　�092－584－3377

福岡県テニス協会　�092－722－1605

福岡県ソフトテニス連盟　�0942－36－5454

久留米地区ソフトボール協会　�0942－43－3553

福岡県ゴルフ協会 
�093－471－7611

福岡県弓道連盟　�092－811－7658

福岡県剣道連盟　�092－712－1890

福岡県武術太極拳連盟　�092－324－4486

福岡県ボウリング連盟　�092－281－5175

福岡県レクリエーション協会　�092－733－5020

文
化
イ
ベ
ン
ト 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト 

設備投資に設備貸与制度をご利用ください 

広報おかがき　平成15年8月25日号 広報おかがき　平成15年8月25日号 

第134回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

第１回伝達料理から 
～身近な食材でバランス食を～ 

①ピーナッツご飯 
②トマトとえのきのスープ 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　ピーナッツは、いって皮をむき、
　みじん切りにする。 
2　フライパンにサラダ油を熱し、
　いり卵を作って取り出す。続けて
　削りがつおをさっとからいりして
　しょう油少々をからめる。 
3　ご飯にピーナッツ、削りがつお、
　いり卵を混ぜ合わせる。 
※ピーナッツの代わりに松の実、ご
まなど、さまざまな種実類でアレン
ジする。 

《②の作り方》 
１　トマトは湯むきして種を取り除き、
　１�角に切る。えのき茸は根を切
　って３�に切る。三つ葉は小口に
　切る。 
２　卵は溶きほぐしてBを加えて混
　ぜ合わせる。 
３　スープに１のえのき茸を入れて
　煮立て、Aで味を整え、トマトを
　加えてさっと火を通し、２を流し
　入れる。 
４　器に３を盛り、三つ葉を散らす。 

○ご飯（1人分）140�○ピーナッツ（殻
なし）大4○削りがつお12�○卵大1
個○青じそ適量○サラダ油小2○昆
布適量○酒大2分の1○しょうゆ少々 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

○トマト1個○えのき茸2分の1束○
卵1個○三つ葉適量○水3カップ○A
＝酒大1、スープのもと1.5個、塩少々、
コショウ少々○B＝かたくり粉小1、
水小1 

カロ 
リー 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

ミ 
　リ 

一人分の栄養価 

ピーナッツのご飯 

カロ 
リー 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

ミ 
　リ 

トマトとえのきのスープ 

エネルギー309　 脂肪5.4　  カルシウム 
16　　 

エネルギー45　 脂肪1.5　 カルシウム 
12　　 塩分2.3

1213

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

 ○
高
齢
化
率
 

 

平
成
15
年
4
月
1
日
の
総
人
口

は
三
万
千
百
十
四
人
で
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
割
合
は
22
・
9
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
高
齢
化
率
は
福
岡
県
平
均
の
18

・
5
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
平
成
19
年
度
に
は
、
町
民

の
お
よ
そ
4
人
に
1
人
が
高
齢
者

に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
 

○
高
齢
者
世
帯
数
 

平
成
12
年
度
で
は
、
高
齢
者
の
一

人
暮
ら
し
、
ま
た
は
夫
婦
だ
け
の

世
帯
は
二
千
百
五
十
一
世
帯（
全
体

の
21
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
）で
し
た
。

平
成
14
年
度
で
は
二
千
四
百
七
十

八
世
帯
（
22
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
）と

増
え
て
い
ま
す
。
 

  

平
成
12
年
4
月
か
ら
介
護
保
険

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
人
が
認
定
を
受
け
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
制
度
で
す
。
 

○
認
定
者
数
 

 

平
成
15
年
4
月
は
、
要
介
護
認

定
を
千
二
百
七
十
人
が
受
け
て
い

ま
す
。
平
成
19
年
度
は
千
五
百
三

十
一
人
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。
 

○
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
 

 

平
成
15
年
4
月
は
九
百
十
五
人

が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
の
利
用
者
は
千
二
百
四

十
七
人
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。
 

※
人
数
は
65
歳
以
上
の
人
で
す
。
 

  

平
成
12
年
か
ら
の
推
移
を
見
て

み
る
と
、
高
齢
者
数
、
介
護
保
険

の
認
定
者
数
や
利
用
者
数
が
増
え

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
 

                    

 

急
な
高
齢
化
や
少
子
化
、
核
家

族
化
に
伴
い
、
高
齢
者
を
と
り
ま

く
状
況
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
も

家
族
に
頼
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
自

分
の
家
で
、
よ
り
元
気
に
自
立
し

た
生
活
す
る
た
め
に
は
、
今
か
ら

の
健
康
づ
く
り
や
、
近
所
付
き
合

い
な
ど
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
 

 

岡
垣
町
の
高
齢
者
の
状
況
 

 
〜
人
口
と
介
護
保
険
か
ら
〜
 

　
9
月
15
日
は
老
人
の
日
で
す
。
日
本
の
女
性
の
平
均
寿
命

は
85
・
2
歳
、
男
性
は
78
・
2
歳
で
、
世
界
一
の
長
寿
で
す
。

　
現
在
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

岡
垣
町
は
ど
ん
な
状
況
な
の
で
し
ょ
う
か
？
 

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
松
丸
実
子
 

人
口
に
つ
い
て
 

介
護
保
険
に
つ
い
て
 

老
人
の
日 : 

９
月
15
日（
老
人
福
祉
法
 

　
　
　
　
　
に
よ
る
） 

敬
老
の
日 : 

９
月
の
第
３
月
曜
日（
国
 

　
　
　
　
　
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
 

　
　
　
　
　
律
に
よ
る
） 

※
注
 

 ※ 平成12年､15年は4月の実績　　※ 高齢化率＝65歳以上人口／総人口×100    
 ※ 要介護認定率＝要介護認定者数／総人口×100    
 ※ サービス利用率＝サービス利用者数／要介護認定者数×100    

平成12年 平成15年 平成19年（見込） 
 総人口（人） 31,008 31,141 33,243

65歳以上人口（人） 6,746 7,117 8,102

高齢化率 21.8% 22.9% 24.4%

要介護認定者数（人） 790 1,270 1,531

要介護認定率 11.7% 17.8% 18.9%

サービス利用者数（人） 583 915 1,247

サービス利用者率 73.8% 72.0% 81.5%



　スポーツや文化活動を通じた高齢者の生きがいづくり、仲間づくり、健康づくりを支援し、世代を超えた交流を深め、

はつらつとした高齢社会を築くことをめざし、第３回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭を開催します。 

●参加資格   原則、県内在住の60歳以上の人（昭和19年4月1日以前に生まれた人） 

●申込方法   遠賀保健福祉環境事務所、役場健康福祉課にある実施要項、申込用紙による 

第３回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭 
～参加者募集～ 

第３回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭 
～参加者募集～ 

第３回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭 
～参加者募集～ 

制 度 名  対象従業員数 限 度 額  支払期間 利　　率 

設
備
貸
与 

国
の
制
度 

割賦販売 

常時使用する従業員数が 
20人以下（商業・サービ 
ス業は5人以下） 
※特認で50人まで（別途 
要件があります。） 

創業１年未満50万円～ 
3,000万円 
創業１年～5年100万円～ 
6,000万円 
経営基盤強化100万円～ 
6,000万円 

７年以内 
（半年以内据置） 

年利2.75%（固定） 
 

リース 

割賦販売 

リース 

３年 
４年 
５年 
６年 
７年 

月利3.006% 
月利2.312% 
月利1.886％ 
月利1.609% 
月利1.408%

県
の
制
度 

常時使用する従業員数が 
21人以上（商業・サービス 
業は6人以上50人以下） 
 

 
実績１年以上100万円～ 
6,000万円 国の制度と同じ 

問い合わせ　(財)福岡県中小企業振興センター設備支援グループ　�092-622-6322へ 

種　　目 

ねんりん 
ファッションショー 

合唱フェスティバル 

民謡コンクール 

発明工夫展 

テニス 

ソフトテニス 

ソフトボール 

ゴルフ 

ウォークラリー 

ボウリング 

太極拳 

剣道 

弓道 

開 催 日 

11/16（日） 
 

11/15（土） 
～18（火） 

11/16（日） 

11/14（金） 

11/16（日） 

11/9（日） 

11/16（日） 

開催会場 

石橋文化ホール（大ホール） 
　　　　　　　（久留米市） 
 

石橋文化センター共同ホール（久留米市） 

石橋文化会館（久留米市） 
 

小郡市テニスコート（小郡市） 

新宝満川公園テニスコート（久留米市） 

リバーサイドパーク東櫛原地区 
ソフトボール場（久留米市） 

＜北九州地区＞玄海ゴルフクラブ （宗像市） 

＜福岡地区＞西戸崎シーサイドカントリークラブ（福岡市） 

＜筑後地区＞夜須高原カントリークラブ（夜須町） 

＜筑豊地区＞茜ゴルフクラブ（筑穂町） 

久留米市弓道場（久留米市） 

久留米総合スポーツセンター体育館（久留米市） 

大牟田市民体育館（大牟田市） 

スポーツガーデン久留米（久留米市） 
 

石橋文化センター園内 憩いの森（久留米市） 

申込期間 

9/1（月） 
　～30（火） 
 

8/1（金） 
～9/30（火） 

9/1（月） 
　～30（火） 

9/1（月） 
～10/16（木） 
 10/1（水） 
　～31（金） 
 
10/1（水） 
　～22（水） 

9/1（月） 
～10/15（水） 
 

9/19（金） 
～10/22（水） 

9/1（月） 
　～30（火） 
 

9/1（月） 
～10/20（月） 
 
10/14（火） 
～11/4（火） 
 

問い合わせ 

福岡県ねんりんスポーツ・文化祭 
事務局　�092－584－3377

福岡県テニス協会　�092－722－1605

福岡県ソフトテニス連盟　�0942－36－5454

久留米地区ソフトボール協会　�0942－43－3553

福岡県ゴルフ協会 
�093－471－7611

福岡県弓道連盟　�092－811－7658

福岡県剣道連盟　�092－712－1890

福岡県武術太極拳連盟　�092－324－4486

福岡県ボウリング連盟　�092－281－5175

福岡県レクリエーション協会　�092－733－5020

文
化
イ
ベ
ン
ト 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト 

設備投資に設備貸与制度をご利用ください 

広報おかがき　平成15年8月25日号 広報おかがき　平成15年8月25日号 

第134回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

第１回伝達料理から 
～身近な食材でバランス食を～ 

①ピーナッツご飯 
②トマトとえのきのスープ 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　ピーナッツは、いって皮をむき、
　みじん切りにする。 
2　フライパンにサラダ油を熱し、
　いり卵を作って取り出す。続けて
　削りがつおをさっとからいりして
　しょう油少々をからめる。 
3　ご飯にピーナッツ、削りがつお、
　いり卵を混ぜ合わせる。 
※ピーナッツの代わりに松の実、ご
まなど、さまざまな種実類でアレン
ジする。 

《②の作り方》 
１　トマトは湯むきして種を取り除き、
　１�角に切る。えのき茸は根を切
　って３�に切る。三つ葉は小口に
　切る。 
２　卵は溶きほぐしてBを加えて混
　ぜ合わせる。 
３　スープに１のえのき茸を入れて
　煮立て、Aで味を整え、トマトを
　加えてさっと火を通し、２を流し
　入れる。 
４　器に３を盛り、三つ葉を散らす。 

○ご飯（1人分）140�○ピーナッツ（殻
なし）大4○削りがつお12�○卵大1
個○青じそ適量○サラダ油小2○昆
布適量○酒大2分の1○しょうゆ少々 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

○トマト1個○えのき茸2分の1束○
卵1個○三つ葉適量○水3カップ○A
＝酒大1、スープのもと1.5個、塩少々、
コショウ少々○B＝かたくり粉小1、
水小1 

カロ 
リー 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

ミ 
　リ 

一人分の栄養価 

ピーナッツのご飯 

カロ 
リー 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

ミ 
　リ 

トマトとえのきのスープ 

エネルギー309　 脂肪5.4　  カルシウム 
16　　 

エネルギー45　 脂肪1.5　 カルシウム 
12　　 塩分2.3

1213

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

 ○
高
齢
化
率
 

 

平
成
15
年
4
月
1
日
の
総
人
口

は
三
万
千
百
十
四
人
で
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
割
合
は
22
・
9
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
高
齢
化
率
は
福
岡
県
平
均
の
18

・
5
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
平
成
19
年
度
に
は
、
町
民

の
お
よ
そ
4
人
に
1
人
が
高
齢
者

に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
 

○
高
齢
者
世
帯
数
 

平
成
12
年
度
で
は
、
高
齢
者
の
一

人
暮
ら
し
、
ま
た
は
夫
婦
だ
け
の

世
帯
は
二
千
百
五
十
一
世
帯（
全
体

の
21
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
）で
し
た
。

平
成
14
年
度
で
は
二
千
四
百
七
十

八
世
帯
（
22
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
）と

増
え
て
い
ま
す
。
 

  

平
成
12
年
4
月
か
ら
介
護
保
険

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
人
が
認
定
を
受
け
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
制
度
で
す
。
 

○
認
定
者
数
 

 

平
成
15
年
4
月
は
、
要
介
護
認

定
を
千
二
百
七
十
人
が
受
け
て
い

ま
す
。
平
成
19
年
度
は
千
五
百
三

十
一
人
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。
 

○
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
 

 

平
成
15
年
4
月
は
九
百
十
五
人

が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
の
利
用
者
は
千
二
百
四

十
七
人
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。
 

※
人
数
は
65
歳
以
上
の
人
で
す
。
 

  

平
成
12
年
か
ら
の
推
移
を
見
て

み
る
と
、
高
齢
者
数
、
介
護
保
険

の
認
定
者
数
や
利
用
者
数
が
増
え

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
 

                    

 

急
な
高
齢
化
や
少
子
化
、
核
家

族
化
に
伴
い
、
高
齢
者
を
と
り
ま

く
状
況
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
も

家
族
に
頼
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
自

分
の
家
で
、
よ
り
元
気
に
自
立
し

た
生
活
す
る
た
め
に
は
、
今
か
ら

の
健
康
づ
く
り
や
、
近
所
付
き
合

い
な
ど
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
 

 

岡
垣
町
の
高
齢
者
の
状
況
 

 
〜
人
口
と
介
護
保
険
か
ら
〜
 

　
9
月
15
日
は
老
人
の
日
で
す
。
日
本
の
女
性
の
平
均
寿
命

は
85
・
2
歳
、
男
性
は
78
・
2
歳
で
、
世
界
一
の
長
寿
で
す
。

　
現
在
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

岡
垣
町
は
ど
ん
な
状
況
な
の
で
し
ょ
う
か
？
 

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
松
丸
実
子
 

人
口
に
つ
い
て
 

介
護
保
険
に
つ
い
て
 

老
人
の
日 : 

９
月
15
日（
老
人
福
祉
法
 

　
　
　
　
　
に
よ
る
） 

敬
老
の
日 : 

９
月
の
第
３
月
曜
日（
国
 

　
　
　
　
　
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
 

　
　
　
　
　
律
に
よ
る
） 

※
注
 

 ※ 平成12年､15年は4月の実績　　※ 高齢化率＝65歳以上人口／総人口×100    
 ※ 要介護認定率＝要介護認定者数／総人口×100    
 ※ サービス利用率＝サービス利用者数／要介護認定者数×100    

平成12年 平成15年 平成19年（見込） 
 総人口（人） 31,008 31,141 33,243

65歳以上人口（人） 6,746 7,117 8,102

高齢化率 21.8% 22.9% 24.4%

要介護認定者数（人） 790 1,270 1,531

要介護認定率 11.7% 17.8% 18.9%

サービス利用者数（人） 583 915 1,247

サービス利用者率 73.8% 72.0% 81.5%



広報おかがき　平成15年8月25日号 広報おかがき　平成15年8月25日号 1415

９月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、三吉団地、原、 
波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
・
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

吉
木
、
波
津
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四
、
旭
台 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津 

3 
（水） 

４ 
（木） 

９月の行事予定 ９月の行事予定 
１ 
（月） 

２ 
（火） 

５ 
（金） 

６ 
（土） 

７ 
（日） 

８ 
（月） 

９ 
（火） 

10 
（水） 

11 
（木） 

12 
（金） 

13 
（土） 

15 
（月） 

16 
（火） 

17 
（水） 

18 
（木） 

19 
（金） 

20 
（土） 

21 
（日） 

22 
（月） 

23 
（火） 

24 
（水） 

25 
（木） 

26 
（金） 

27 
（土） 

28 
（日） 

29 
（月） 

30 
（火） 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
〜
７
日
第
３
回
岡
垣
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
‘03 （
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
） 

　
９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00（
最
終
日
は
16 
‥ 
00
ま
で
） 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
健
康
相
談
･
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
秋
季
大
会「
２
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
秋
期
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会（
汐
入
川
河
口
・
波
津
海
岸
）６
‥ 
30
〜
18 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

 ◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
教
育
長
杯（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）8
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

◎
２
歳
児
相
談（
い
こ
い
の
里
）初
回
＝
13 
‥ 
10
〜
13 
‥ 
30
受
付
 
2
回
目
以
降
＝
13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
森
ん
子
の
会（
文
化
琴
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30 
〜
19 
‥ 
00
 

〈
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
〉 

◎
剣
道
連
盟
・
成
田
山
奉
納
少
年
剣
道
大
会（
成
田
山
・
町
民
武
道
館
）13 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00 
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
勝
武（
鐘
井
武
志
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）9
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
２
回
占
部
熊
弘
杯（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）7
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
秋
季
大
会「
３
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
相
撲
連
盟
・
秋
季
少
年
相
撲
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
相
撲
場
）9
‥ 
30
〜
13 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
松
井
歌
謡
教
室
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
１
歳
６
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
男
子
選
手
権
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）8
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
生
野
高
志（
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
〜
28
日
米
倉
斉
加
年
絵
画
展（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）10 
‥ 
00
〜
19 
‥ 
00
 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
･
大
島
散
策
8
‥ 
30
〜
15 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
老
人
ク
ラ
ブ
愛
好
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
１
回
吉
田
杯（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）7
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
・
秋
季
大
会「
１
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）8
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

〈
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
〉 

◎
ワ
ー
ル
ド
オ
ブ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
〜
打
楽
器
と
巡
る
世
界
の
音
楽
〜（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）15 
‥ 
00
 

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
生
活
に
色
を
取
り
入
れ
よ
う
！
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 

　
の
話
」（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
就
学
前
健
康
診
断（
対
象
‥ 
来
年
度
入
学
予
定
児
童
）（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
桂
小
金
治（
タ
レ
ン
ト
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
45
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
〜
28
日
、県
民
体
育
大
会
秋
季
大
会（
除
水
泳
）（
福
岡
市
近
郊
）9
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
宗
家
西
川
流（
西
川
昌
蔵
）」 

 （
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
音
楽
劇「
岡
城
悲
話
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）16 
‥ 
00
 

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
男
女
混
合
大
会（
秋
季
）（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
・
秋
季
大
会「
２
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00 
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

〈
９
月
15
日
分
不
燃
ゴ
ミ
収
集
の
振
替
日
〉 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

 

○国民年金保険料………９月分 

○保育料…………………９月分 

○町営住宅家賃…………９月分 

○国民健康保険税………４期分（9月30日） 

○心配ごと相談…… 

　12日（金）「西部公民館」 

　19日（金）「東部公民館」 

　26日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　12日（金）「いこいの里」13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 

○行政相談…… 

　19日（金）・26日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 

 

駅前ぎゃらりー 
９月上旬  
……『おはようスケッチ大会作品展』  
９月下旬  
……『風友くらぶ作品展』 

助
け
合
う
　
み
ん
な
の
暮
ら
し
　
税
金
で
　
　
磯
　
　
克
　
明
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
よ
り
 

９
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 123456789101112131415161718192021222324252627282930

14 
（日） 



広報おかがき　平成15年8月25日号 広報おかがき　平成15年8月25日号 1415

９月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、三吉団地、原、 
波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
・
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

吉
木
、
波
津
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四
、
旭
台 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津 

3 
（水） 

４ 
（木） 

９月の行事予定 ９月の行事予定 
１ 
（月） 

２ 
（火） 

５ 
（金） 

６ 
（土） 

７ 
（日） 

８ 
（月） 

９ 
（火） 

10 
（水） 

11 
（木） 

12 
（金） 

13 
（土） 

15 
（月） 

16 
（火） 

17 
（水） 

18 
（木） 

19 
（金） 

20 
（土） 

21 
（日） 

22 
（月） 

23 
（火） 

24 
（水） 

25 
（木） 

26 
（金） 

27 
（土） 

28 
（日） 

29 
（月） 

30 
（火） 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
〜
７
日
第
３
回
岡
垣
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
‘03 （
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
） 

　
９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00（
最
終
日
は
16 
‥ 
00
ま
で
） 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
健
康
相
談
･
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
秋
季
大
会「
２
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
秋
期
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会（
汐
入
川
河
口
・
波
津
海
岸
）６
‥ 
30
〜
18 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

 ◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
教
育
長
杯（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）8
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

◎
２
歳
児
相
談（
い
こ
い
の
里
）初
回
＝
13 
‥ 
10
〜
13 
‥ 
30
受
付
 
2
回
目
以
降
＝
13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
森
ん
子
の
会（
文
化
琴
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30 
〜
19 
‥ 
00
 

〈
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
〉 

◎
剣
道
連
盟
・
成
田
山
奉
納
少
年
剣
道
大
会（
成
田
山
・
町
民
武
道
館
）13 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00 
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
勝
武（
鐘
井
武
志
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）9
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
２
回
占
部
熊
弘
杯（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）7
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
秋
季
大
会「
３
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
相
撲
連
盟
・
秋
季
少
年
相
撲
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
相
撲
場
）9
‥ 
30
〜
13 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
松
井
歌
謡
教
室
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
１
歳
６
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
男
子
選
手
権
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
す
ぱ
ー
く
岡
垣
）8
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
生
野
高
志（
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
〜
28
日
米
倉
斉
加
年
絵
画
展（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）10 
‥ 
00
〜
19 
‥ 
00
 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
･
大
島
散
策
8
‥ 
30
〜
15 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
老
人
ク
ラ
ブ
愛
好
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
１
回
吉
田
杯（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）7
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
・
秋
季
大
会「
１
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）8
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

〈
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
〉 

◎
ワ
ー
ル
ド
オ
ブ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
〜
打
楽
器
と
巡
る
世
界
の
音
楽
〜（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）15 
‥ 
00
 

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
生
活
に
色
を
取
り
入
れ
よ
う
！
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 

　
の
話
」（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
就
学
前
健
康
診
断（
対
象
‥ 
来
年
度
入
学
予
定
児
童
）（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
桂
小
金
治（
タ
レ
ン
ト
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
45
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
〜
28
日
、県
民
体
育
大
会
秋
季
大
会（
除
水
泳
）（
福
岡
市
近
郊
）9
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
宗
家
西
川
流（
西
川
昌
蔵
）」 

 （
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
音
楽
劇「
岡
城
悲
話
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）16 
‥ 
00
 

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
男
女
混
合
大
会（
秋
季
）（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
・
秋
季
大
会「
２
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00 
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

〈
９
月
15
日
分
不
燃
ゴ
ミ
収
集
の
振
替
日
〉 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

 

○国民年金保険料………９月分 

○保育料…………………９月分 

○町営住宅家賃…………９月分 

○国民健康保険税………４期分（9月30日） 

○心配ごと相談…… 

　12日（金）「西部公民館」 

　19日（金）「東部公民館」 

　26日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　12日（金）「いこいの里」13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 

○行政相談…… 

　19日（金）・26日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 

 

駅前ぎゃらりー 
９月上旬  
……『おはようスケッチ大会作品展』  
９月下旬  
……『風友くらぶ作品展』 

助
け
合
う
　
み
ん
な
の
暮
ら
し
　
税
金
で
　
　
磯
　
　
克
　
明
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
よ
り
 

９
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 123456789101112131415161718192021222324252627282930

14 
（日） 
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新 岡 垣 風 土 記  

農
地
改
革
の
風
刺
画
 

第
3
話
　
農
地
改
革
と
岡
垣
 

編
集
 

後
記
 

　波津の花火大会どうでしたか？きれいでしたね。最近気づ

いたんですけど、花火を見るとき、口を開けっぱなしにして

いる人、多いみたいです。私もその一人ですが、みなさん、こ

ういう時こそ気(口)を引き締めましょう！ 

　花火大会の次の日、私は広報の取材で魚つかみ大会に行っ

たのですが、天気も良かったせいか、波津の海水浴場にはた

くさんの人が押し寄せていました。その分魚つかみ大会も大

賑わいで、大成功だったのではないかと思います。 

　元気で無邪気な子どもたちを見ていると、少々疲れ気味の

私が情けなく思えました。情けなく思えた反面、子どもたち

が魚をつかみ上げる瞬間を追いかける無邪気な私がいたのも、

また事実です。　　　　　　　　　　　　　　　　　 (竹森) 

　夏！花火！！とくればやはり「浴衣」。花火大会に行くなら

やっぱり浴衣が一番！風物詩としてみても夏の風景には欠

かせない存在です。8月2日の岡垣町花火大会でも多くの人が

着ていました。 

　今年は女性の浴衣もいいけど、家族やカップルの浴衣姿を

撮りたかったのですが、浴衣の男性が少なく、断念してしま

いました。来年はみなさん浴衣で来てください。 

　花火の写真は、波津の真福寺の敷地内から撮らせてもらい

ました。竹森君と二人で二台のカメラを使い、悪戦苦闘しな

がらも、いい写真が取れました。 

　花火は見るだけでなくするのも楽しいものです。花火をす

るときは、ゴミで海を汚さないようにしましょう！　　 （村上） 

戦
後
の
村
政
よ
り
 

ひ 
動 

と き 
の 

（７月末） 

人口……31,225人（＋33） 

世帯数…11,170世帯（＋12） 

まちの広さ……………48.51km2

　　　そのうち130人は外国人 

女性…………　　16,454人（＋21） 

男性…………　　14,771人（＋12） 

 

 

出生…15人　　    死亡…27人 

転入…129人　　  転出…84人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　７月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

6月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

6月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 102件 
搬送人員　 94件 

出火件数　０件 
り災件数　０世帯 

救

急
 

火

災
 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち47世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

8 22 9579

0 1 10

0 0 96

11 38 12099

 

 
○
一
枚
の
写
真
　
 

　
写
真
集
「
ふ
る
さ
と
岡
垣
」（
田
中
睦
生

編
）
に
農
地
改
革
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
た

ち（
昭
和
24
年
７
月
撮
）の
記
念
写
真
が
あ

る
。
 

　
終
戦
後
の
身
形
だ
が
気
迫
が
感
じ
ら
れ

る
貴
重
な
一
枚
で
あ
る
。
そ
の
農
地
改
革

を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
 

○
戦
前
の
農
村
 

　
戦
前
農
村
に
は
、
耕
地
を
広
く
持
っ
た

地
主
と
そ
れ
を
借
り
て
農
業
を
営
ん
で
い

る
小
作
農
が
存
在
し
て
い
た
。
 

　
地
主
の
屋
敷
に
は
、
年
の
暮
れ
に
小
作

人
が
運
ん
で
く
る
年
貢
米
を
納
め
る
白
壁

の
大
き
な
土
蔵
が
見
ら
れ
た
。
 

　
な
か
に
は
、
村
に
住
ま
ず
都
会
で
暮
ら

す
不
在
地
主
も
い
た
。
 

　
年
貢
米
は
小
作
料
と
し
、
通
常
収
穫
の

半
分
は
収
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
凶
作
飢
饉

や
豊
作
飢
饉
と
言
わ
れ
る
不
況
が
し
ば
し

ば
農
村
を
直
撃
し
た
。
 

　
米
価
が
暴
落
す
る
と
地
主
は
収
入
を
確

保
す
る
た
め
小
作
料
を
引
き
上
げ
よ
う
と

し
た
。
小
作
人
が
こ
れ
を
拒
否
す
れ
ば
土

地
が
取
り
上
げ
ら
れ
飢
え
る
し
か
な
く
小

作
争
議
が
急
増
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
日
本
は
破
滅
的
な
戦
争
へ
の

道
へ
と
突
き
進
ん
で
い
っ
た
。
 

○
改
革
の
概
略
 

　
戦
後
、
政
府
は
連
合
国
軍
総
司
令
部
の

指
令
を
受
け
、
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
、

農
地
調
整
法
改
正
法
を
昭
和
21
年
11
月
に

施
行
し
徹
底
し
た
耕
地
改
革
に
着
手
し
た
。
 

　
主
な
内
容
は
①
不
在
地
主
の
全
小
作
地
、

在
村
地
主
の
小
作
地
1
町
歩
以
上
は
国
が

買
収
す
る
。
②
在
村
耕
地
の
保
有
限
度
額

は
３
町
歩
と
す
る
。
③
買
収
価
格
は
、
田

は
賃
貸
価
格
の
40
倍
、
畑
は
48
倍
で
証
券

払
い
と
す
る
。
④
農
地
買
収
、
売
渡
し
、

事
務
処
理
は
農
地
委
員
会
が
行
う
。
委
員

は
、
小
作
５
地
主
３
自
作
２
で
構
成
す
る
。
 

○
岡
垣
の
改
革
 

　
農
地
委
員
会
は
、
委
員
16
名
を
選
び
、

仕
事
は
、
農
地
の
現
状
把
握
か
ら
買
収
計

画
作
成
ま
で
、
事
務
の
複
雑
さ
と
分
量
の

多
さ
に
幾
日
も
夜
を
徹
し
て
の
仕
事
が
続

い
た
。
 

　
そ
の
間
、
地
主
か
ら
１
０
８
件
の
小
作

地
引
き
上
げ
の
申
請
が
出
さ
れ
１
０
４
件

が
認
め
ら
れ
た
。
事
由
は
、
分
家
の
た
め
、

都
会
か
ら
の
帰
農
、
外
地
か
ら
の
引
き
揚

げ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
 

　
代
々
の
土
地
が
タ
ダ
同
然
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
地
主
側
と
改
革
で
自
作
農
に
な
れ

る
小
作
側
の
利
害
が
裁
決
さ
れ
る
だ
け
に

緊
張
し
た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
 

○
改
革
の
結
果
 

　
知
事
名
で
買
収
令
書
、
売
渡
通
知
書
が

交
付
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
「
岡
垣
町
史
」

に
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
。
 

　
買
収
さ
れ
た
地
主
の
戸
数
は
、
在
村
３

４
３
戸
、
不
在
２
８
６
戸
。
う
ち
買
収
３

町
歩
以
上
の
地
主
は
５
戸
。
 

　
買
収
面
積
と
平
均
価
格
、
田
百
73
町
8

反
7
畝
2
歩（
坪
2
円
50
銭
）畑
53
町
2
反

4
畝（
坪
86
銭
）合
計
2
2
7
町
1
反
1
畝

2
歩
。
売

り
渡
し
を

受
け
た
戸

数
、
８
４

２
戸
売
渡

面
積
は
、

田
畑
２
２

０
町
2
反

7
畝
18
歩
。

未
売
却
６

町
８
反
余
。

売
渡
価
格

は
買
収
価
格
と
は
ほ
ぼ
同
額
。
そ
の
結
果
、

全
耕
地
面
積
中
自
作
地
は
93
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
り
小
作
地
は
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。
 

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
昭
和
25
年
、
地
主

制
を
解
体
し
農
業
の
近
代
化
を
目
指
し
た

農
地
改
革
は
終
了
し
た
。
 

　
な
お
、
当
時
、
農
地
委
員
で
あ
っ
た
高

倉
の
波
田
誠
次
さ
ん
と
書
記
を
さ
れ
た
三

吉
の
加
藤
己
未
子
さ
ん
か
ら
敗
戦
の
激
動

期
、
委
員
達
が
身
を
粉
に
し
て
岡
垣
の
改

革
を
や
り
と
げ
た
こ
と
を
聞
き
、
大
変
感

銘
を
受
け
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
っ
き
　
た
く
じ
 

　ペタンクをやってみたいという人、今までスポーツを楽しむ 
機会がなかったけれど体を動かしたいという人などを対象に、 
ペタンク教室を開催します。 
○とき・ところ 
　10月5日・19日・11月2日・16日　戸切周辺地域スポーツ広場 
　2月1日・15日・3月7日・21日　　すぱーく岡垣 
　※いずれも第１・第３日曜日の午前10時から正午 
○対　　象　岡垣町民 
○募集人数　１回50人程度 
○申し込み・問い合わせ 
　9月26日（金）までに社会教育課公民館係�282-0162へ 

ペタンク 

金属製のボールを、ビュット（目標球）に、よ 

り近づけるように投げ合う、子どもからお年 

寄まで楽しめるゲームです。 
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ク
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や
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ペ
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ン
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や
っ
て
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ペ
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ン
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や
っ
て
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う
！
ペ
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ン
ク
 

誰
で
も
楽
し
め
る

誰
で
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め
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誰
で
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楽
し
め
る
 

ビュット 
（目標球） 

ボール 

サークル 


